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　前橋市は、雄大な裾野を広げる赤城山を背に、坂東太郎として名高い利根

川や詩情豊かな広瀬川が市街地を貫流する、四季折々の風情にあふれた美し

い県都です。

　前橋市域の赤城山南麓と前橋台地上には、旧石器時代から近世、近代に至

るまで、人々の生活の痕跡を示す遺跡・遺物が数多く存在します。特に古墳

においては、かつて市域に800余基の存在が伝えられています。その中には

大室四古墳をはじめ国指定史跡となっている古墳も9基含まれ、東国古墳文．

化の中心として位置づけられてきました。また、続く律令政治の時代に入る

と、山王廃寺、上野国分僧寺、上野国分尼寺、上野国府の存在が示す通り、

政治、宗教、経済の中心地として花開き一大文化圏が形成されました。さら

に中世においては、戦国武将の長尾氏・上杉氏・武田氏・北条氏が鏑をけず

った地として知られ、近世においては、譜代大名の酒井氏・松平氏が居城し

た関東三名城の一つに数えられる厩橋城が築かれました。まさに、前橋はこ

れまで連綿と続いてきた歴史を物語る様々な文化財で溢れています。

　ローズタウン住宅団地が建設されようとしている江木・富田町周辺は、赤

城山南麓の自然に恵まれた地であり、周辺では縄文時代からの人々の生活の

跡がのこされています。

　本年度調査のローズタウン遺跡群富田下大日IV遺跡では、事業実施に先立

ち、発掘調査を実施いたしました。この調査期間中、縄文時代の住居跡や奈

良から平安時代の住居跡、掘立柱建物跡などが確認され、地区の歴史解明に

貴重な資料を得ることができました。

　発掘調査にあたりまして、ご協力をいただきました市工業課、前工団｛地

元関係者、酷暑のなか調査に従事されました皆様に感謝とお礼を申し上げま

す。

平成14年3月

前橋市埋蔵文化財発掘調査団

団長阿部明雄
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1．本報告書は、ローズタウン住宅団地造成に伴うローズタウン遺跡群富田下大日IV遺跡の発掘調査報告書

　である。

2．遺跡の所在地　群馬県前橋市江木町1043番地10他’

3．調査は、前橋市埋蔵文化財発掘調査団（団長阿部明雄）の指導のもと、業務委託を受けた山武考古学

　研究所（所長平岡和夫）が実施した。

　発掘・整理担当者　　平野岳志（前橋市埋蔵文化財発掘調査団）

　　　　　　　　　山崎悟・福山俊彰・土生朗治（山武考古学研究所）

4．発掘調査・整理期間　平成13年10月16日～平成14年3月8日

5．発掘調査面積　　　　17，400㎡

6．出土遺物は前橋市教育委員会が保管する。

7．本書は、調査団の指導のもと、山武考古学研究所が作成にあたり、原稿執筆…1・Hを平野岳志（前橋

　市埋蔵文化財発掘調査団）、皿1・IV…山崎悟、V・VI…福山俊彰・土生朗治、編集・校正…福山俊彰、

　遺物洗浄・注記・復元・遺物実測・トレース・図面整理…江口弘子・遠藤恵子・片岡美和子・木村春

　代・田口るみ子・根本時子・本田利子、石器実測…大越直樹が担当した。

8．発掘調査に参加した方々（敬称略）

　安達典子・天野晴治・大島徳重・女屋誠司・神山祐吉・小屋千代子・後藤加津枝・後藤貞良

　新保梅夫・高田進弘・竹生正明・牧野完一・松本秀明・宮下哲之・渡辺永造・綿貫晃・綿貰瑛一

凡 例

1．遺跡の略称は、13D16である。

2．挿図に国土地理院発行の1／20α000地形図（宇都宮）、1／50，000地形図（前橋）を使用した。

3．挿図中に示した方位は、座標北である。

4．遺構の略称は、次のとおりである。

　　　J一縄文時代住居跡　　H一土師器使用住居跡　　B一掘立柱建物跡

　　　D一土坑　　　　　　　　1一井戸跡　　　　　　　W一溝跡

5．遺構・遺物の実測図の縮尺は、次のとおりである。

　　　遺　構　　全体測量図・・一1／400住居跡・掘立柱建物跡・土坑・井戸跡・溝跡断面図……1／60

　　　　　　カマド・炉跡・…・・1／30　　溝跡……1／150　　標準土層図……1／40

　　　遺　物　　土器……1／3・1／4　　　石器・鉄製品・鉄津……1／3　石鎌……2／3

6．計測値については、（　）は現存値、［　】は復元値を表す。

7．遺物写真図版の縮尺は実測図と基本的に同縮尺とし、石鍍は等倍とした。

8．スクリーントーン等の使用は、次のとおりである。

　　　●一土器・土製品　　　▲一石器・自然石　　　■一鉄製品・鉄津　　須恵器断面一黒塗り

吻一地山圏一繊維含有睡1一粘土分布範囲麟灘一焼土・煤

■
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Fig．1　ローズタウン遺跡群の位置
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1　調査に至る経緯

　平成11年10月25日、前橋工業団地造成組合（前橋市商工部工業課、以下前工団）から同市教育委員会文化

財保護課へ住宅団地造成事業に伴う埋蔵文化財確認調査の依頼が打診された。これを受け、同年10月28・29

日、同文化財保護課で試掘調査を実施した。この部分は住宅団地の調整池部分であったが、遺構は確認でき

なかった。しかし平成12年4月17日、前工団より住宅団地造成予定地の部分について、文化財保護課に埋蔵

文化財発掘調査の依頼がなされた。そこで同年4月18日に前工団と文化財保護課問で発掘調査についての協

議を経て、5月18日、前工団管理者　萩原　弥惣治と前橋市教育委員会が組織する前橋市埋蔵文化財発掘調

査団の団長　阿部　明雄との間で、埋蔵文化財発掘調査委託契約が締結の運びとなり、5月24日から現地で

の発掘調査を開始するに至った。調査依頼面積が45haと広大であり、さらに調査を依頼されている箇所が住

宅団地造成により掘削されてしまう高台と、新たに住宅団地内に造成される道路予定地部分に限られていた

ため、調査は遺構分布状態を確認するための試掘調査から取りかからねばならなかった。そのため、7月中

旬までトレンチ掘削による試掘調査を行った。この結果、昭和30～40年代に実施された土地改良のため、調

査対象区域の大部分で撹乱が認められた。このため調査面積に比して検出遺構並びに検出遺物は少量であっ

た。しかし、調査対象区域南側の中央から西側にかけての区域には、比較的遺構が残存していることが判明

した。

　こうした試掘調査の結果に基づき、平成12年度分の調査は前橋市富田町1791番地6付近の遺構が集中して

検出された部分（ローズタウン遺跡群富田下大日1遺跡）に限定して、7月17日より本調査を開始した。こ

の区域以外の場所から検出された遺構については、平成12年度民間の調査会社に委託して調査する区域（ロ

ーズタウン遺跡群富田下大日豆遺跡）・平成13年度直営で調査する区域・平成13年度民問の調査会社に委託

して調査をする区域の三区域に分けて、2年間かけて遺跡群全体を発掘調査することとなった。

　平成13年度富田下大日皿遺跡発掘調査では、富田下大日1遺跡の西側をA区（前橋市富田町1816番地1）、

南から南西側をB区（前橋市富田町1824番地10他〉と称した。調査面積はA・B区を合わせて約8，930雌で

ある。民間の調査会社に委託して調査した江木町部分が、ローズタウン遺跡群富田下大日IV遺跡であり、調

査面積は17，400㎡である。

II　遺跡の位置と環境

1　遺跡の立地

　本遺跡群は、前橋市街地から東方に6k皿ほど離れた前橋市江木町・富田町に跨って所在する。地番は前橋

市富田町1791番地ほかである。ここは標高約114m、赤城山南麓傾斜地南端部の台地上である乙この台地は

中央部に幅約300mほどで、南北に走る谷地を挟んで南東方向に長く延びている6現在では、台地を囲むよ

うに住宅が建ち並び、西側は萱野団地、北東部は大胡町に接する。谷地の水田面と台地面との高低差は約7

m、遺跡群の西側、萱野団地との高低差は約9mである。また、遺跡地の北側には前橋大問々桐生線、南側

には前橋赤堀線といった主要幹線道が走っている。

一1一
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　　　　　　Fig．2　ローズタウン遺跡群周辺図
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　赤城山南麓には関東ローム層を基盤とする洪積台地が発達し、山頂部の小沼から流れ出す粕川をはじめと

する荒砥川・白川等が放射線状に流れ出している。これらの川の問を中小の河川が枝状に流下している。こ

うした大小の河川が沖積地を形成し、水田として開けている。さらに、火山性泥流丘（流山）が数か所確認

されており、起伏に富んだ地形を示している。赤城山南麓傾斜地は、標高約500mの宮城村三夜沢付近に変

換点があり、そこから下では緩傾斜となる。そのまま緩傾斜は10kmほど下り、本遺跡地の南側約1km付近で

沖積傾斜地に接合する。この接合部の標高はおよそ80mである。

　こうした赤城山南麓の地形は原始から古代にかけての集落形成に適していたようで、ここは県内でも遺跡

が集中している地域である。大小の河川によって複雑に絡み合って形成された谷地では、古くから多くの水

田が開拓されている。標高の高い場所でも谷底部は水田となっている場合が多い。遺跡の分布は、標高350

～400m辺りを北限として山麓を環状に取り巻いている。本遺跡群周辺地域でも、長年にわたり土地改良に

伴う発掘調査が行われ、数多くの遺跡が発見されている。特に荒砥川西から本遺跡地までの台地上では、昭

和50年代に県営荒砥北部地区ほ場整備事業に伴う埋蔵文化財調査がなされ、数多くの調査報告がなされてい

る。

2　歴史的環境

　本遺跡群と幅約200mの谷地を挟んで西側に隣接している萱野団地では、昭和60・61年度にかけて発掘調

査が行われた。横穴式石室をもつ古墳や5万㎡の団地造成面積全面にわたる集落跡が確認された。遺構は、

縄文時代から古墳・奈良・平安時代にかけての竪穴住居跡30軒以上が数えら池た。また、遺跡群の東方約6

㎞には、大室古墳群と古墳時代から平安時代にかけての集落跡を中心に調査された内堀遺跡群がある。ここ

では、28，000年前の旧石器も検出されている。

　縄文時代の遺跡は、標高550mより低い地域に濃く分布している。本遺跡群からは平成12年度の試掘調査

の段階から、トレンチ内で縄文時代中期の加曽利E式土器を確認している。本遺跡群の北東約3kmの大胡町

上大屋南部遺跡群にある西小路遺跡や上ノ山遺跡や諏訪東遺跡群からも加曽利E式土器と竪穴住居跡の調査

報告がなされている。また、昨年度・本年度の調査では、縄文時代前期の土器片を多数収納した。本遺跡群

の北西約5㎞には、芳賀東部団地遺跡群がある。ここでは、昭和48年から8年間発掘調査が行われ、縄文時

代から中近世までの住居跡が数百軒検出されている。芳賀地区からは縄文時代草創期・早期の土器が出土し

ており、嶺町、鳥取町、勝沢町等の調査では、竪穴式住居跡が検出されている。また、荒砥川西岸の荒砥北

原遺跡・荒砥宮田遺跡でも、縄文時代前期から中期にかけての竪穴住居跡や土坑を検出している。

　本遺跡群周辺の弥生時代の遺跡は少ない。芳賀地区では、小神明IV遺跡から1軒、小神明H遺跡から弥生

時代中期から後期にかけての住居跡が2軒検出された。しかし、このうち1軒は焼失住居であることがわか

っている。荒砥川周辺でも、東岸の荒口前原遺跡で弥生時代中期の住居跡から竜見式土器が出土した調査例

や、荒砥大日塚遺跡・荒砥島原遺跡・鶴が谷遺跡・諏訪遺跡・内堀遺跡群・荒砥上ノ坊遺跡などに数件の調

査例があるが、住居の軒数自体は少ないものである。隣接する大胡町金丸遺跡に弥生時代中期の岩櫃山式の

壷や甕が出土した調査報告がある。この時期の多くの遺跡では、人々が谷地地形の地域を中心に集落を形成

するというより、試行的に進出する傾向があるように見受けられる。

一3一



　古墳時代では、赤城山南麓一一帯には多くの遺跡が所在する。前橋市広瀬町の八幡山古墳や天神山古墳に代

表されるように、大型墳がつくられる。それに続いて今井神社古墳、大室古墳群など有力墳がつくられる。

また、市内各地に後期古墳群が形成される。芳賀東部団地遺跡群においては、古墳時代から奈良・平安時代

にかけての竪穴住居跡374軒、掘立柱建物遺構206棟にも及ぶ集落遺跡が調査されている。ここに隣接する芳

賀西部団地遺跡においても、古墳時代の古墳が30基、芳賀北部団地遺跡では竪穴住居跡227軒、掘立柱建物

跡8棟、製鉄跡3基を検出している。荒砥川流域では、石田川式土器を共伴する遺跡の数が多く、古墳時代

前期の開発が早くから行われた。その後も古墳時代の集落がいくつも形成され、継続的に存続していたと考

えられている。荒砥川東岸の北原遺跡では、古墳時代の竪穴住居跡が73軒、円形周溝墓2基が調査されてい

る。荒砥川の自然堤防上に位置する諏訪西遺跡からは古墳時代前・中・後期の竪穴式住居跡ll軒、古墳2基

（うち一つは竪穴式石室）が調査された。荒砥諏訪西遺跡からは古墳時代前期の竪穴住居跡49軒、古墳時代

後期の竪穴住居跡10軒が、いずれも荒砥川左岸の丘陵地帯に集中している。荒砥川東側の前橋市域だけでも

古墳時代中期の集落遺跡は20遺跡以上、古墳時代後期の遺跡では36遺跡も確認されている。荒砥川左岸地域

（泉沢町・荒口町・今井町・荒子町・西大室町）には、この時期に数多くの古墳も造られている。当時これ

らの集落の数が古墳の数多い分布にそのまま反映されているようである。荒砥川とその東側の赤堀町を南流

する粕川流域は、県内ではもっとも古墳の分布が集中している地域である。『上毛古墳綜覧』にも旧荒砥村

には365基、赤堀町には333基の古墳があったと記述されている。

　本遺跡周辺部にも古墳群が多数存在する。代表的なものとしては、前橋市の大室古墳群・富田古墳群・荒

子古墳群、赤堀町の多田山古墳群、伊勢崎市の波志江古墳群等、枚挙にいとまがない。荒砥川東岸丘陵部の

舞台西遺跡では古墳が4基、西大室丸山遺跡では古墳を3基調査している。この古墳は、県内に6世紀代に

導入されたとされている横穴式石室をもつことや副葬品の様相から、6世紀後半から7世紀前半の築造とさ

れている。本遺跡地北西の前橋市五代町では、7世紀前半の副葬品をもつ五代大日塚古墳、南西約3㎞離れ

た堀之下町には6世紀前半の横穴式石室をもつ正円寺古墳がある。幾つかの巨石が並べられ、それを信仰の

対象としたと考えられる祭祀跡も確認されている。西大室丸山遺跡以外で確認されている巨石を信仰の対象

とした祭祀跡は、粕川村の七ッ石遺跡や宮城村の櫃石遺跡があげられる。この遺跡では、有孔円板・臼玉な

どの石製模造品、手捏土器などが検出され、祭祀との関わりがあったとみられている。前橋市泉沢町にある

丸山遺跡やそのすぐ南に位置する荒砥荒子遺跡からは柵列をめぐらす環濠居館が確認されている。

　奈良・平安時代の遺構は、本遺跡地の東側に位置する富田遺跡群からも57軒の竪穴住居跡が確認されてい

る。また、芳賀東部団地遺跡からは、竪穴住居跡374軒、掘立柱建物遺構206軒と大量に見つかっている。芳

賀北部団地遺跡からは、竪穴住居跡227軒、製鉄跡3か所が確認された。こうした遺跡の広がりから、古墳

時代から継続的に形成された生活圏は平安時代に入っても途絶えることがなかったようである。上泉・五代

町にある檜峯遺跡からは奈良三彩小壷が見つかっている。当時、貴重であった奈良三彩小壷がこの赤城山南

麓から出土したことは、この地域の文化的水準が高かったことを示しているといえよう。
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皿　調査の経過

1　調査方針

　委託された発掘箇所は、ローズタウン住宅造成事業が計画される部分の17，400rdである。本遺跡は調査区

が南北に離れて位置しているため、北側を北調査区、南側を南調査区に区分し、更に三か所に分断されてい

る南調査区を調査範囲東側から東・中央・西地区に小区分することとした。

　グリッドは、4mピッチで西から東にXO、X1、X2……、北から南にYO、Y1、Y2……と付番し、各グリ

ッドの呼称は北西杭の名称を使用した。富田下大日IV遺跡のX90Y20の公共座標は次のとおりである。

　　　第IX系　　　　　＋43620．000（X）　　　・　　　　　　　一62100．000（Y）

　　　緯度　　　　　　36023’28”8966　　経度　　　　　　139008／27”6104

　　　子午線収差角　　2438”7758　　　　増大率　　　　　α999948

　調査方法については、表土掘削・遺構確認・測量基準杭打設・遺構掘り下げ・遺構精査・測量・写真撮

影・空撮の手順で行った。図面作成は、平板・簡易遣り方測量を用い、住居跡・土坑・井戸跡・掘立柱建物

跡は1／20、住居跡竈・炉跡は1／10、溝跡は1／40、土層図・エレベーション図を1／20・1／10縮尺で作成し、遺

跡全測図は個別遺構図をもとに作成した。遺物については・平面分布図を作成し・各種記録を記載して収納

した。包含層の遺物はグリッド単位で収納した。また、遺構確認の段階で1／100縮尺の現況図を作成し、そ

の後の調査に活用した。

2　調査経過

　本遺跡の発掘調査は、本調査範囲を確認した後、調査区内の草刈作業を10月16日から開始した。10月24日

より北調査区の表土掘削を重機（バックフォー0．7㎡・10tクローラー）で開始し、10月30日からは同じく

南調査区の表土掘削を開始した。北調査区の表土掘削は10月31日に終了し、11月5日より人力による遺構確

認を行い、古代の住居跡2軒・土坑3基・井戸跡2基・ピット等を確認した。同日北調査区・南調査区東地

区に測量基準杭を設置し、遺構掘り下げ・調査を開始した。尚、北調査区の調査はll月8日に中断し、12月

7日から再開した。南調査区の表土掘削は11月28日に終了し、表土掘削と併行して遺構確認を行った。11月

9日からは南調査区を中心に調査を進め、11月19日には調査の終了した東地区の空撮を実施した。11月30日

に中央・西地区に測量基準杭を設置し、西地区より遺構掘り下げ・調査を行い、併せて中央地区の遺構確認

を行った。12月11日からは旧石器時代試掘調査・土層観察を開始した。南調査区の遺構掘り下げ・調査は12

月26日までに終了し、縄文時代の住居跡4軒・古代の住居跡4軒・土坑63基・溝跡1条・ピット等を検出し

た。同日、北調査区の遺構調査も終了し、12月27日に両地区の空撮を実施した。1月4日より北・南両地区

のグリッド遺物採集を行い、併せてピット等の図面作成を開始した。1月9日より南調査区の埋め戻し作業

を行い、11日に現地調査を全て終了した。

　整理作業は、現地調査と併行して遺物・図面・写真等の整理に取り組み、3月8日までに報告書作成に係

る全ての作業を完成させる運びとなった。
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lV層 序

　富田下大日IV遺跡は、赤城火山斜面と呼称される赤城山の裾野に属する緩傾斜台地に立地し、周辺には赤

城山南麓を源とする中小河川が南流し、ところどころに開析谷が形成されている。標高は概ね110m～118m

である。

　本遺跡の土層については、旧石器時代試掘坑を掘り下げて、確認面以下の土層を観察した。確認面までは

黒色～暗褐色を呈する表土及び耕作土と、一部にローム漸移層的な土層の堆積が見られた。

　Fig。4の1は南調査区、2は北調査区で作成した確認面以下の土層図である。第1層は白色軽石を微量含

む明黄褐色土、第H層は白色軽石・Y’Pを含む明黄褐色土、第皿層は白色軽石を微量含み、YP及びBPをブ

ロック状に含む明黄褐色土、第IV層は明黄褐色を呈する粘土層になり、第V層は青灰色軽石を微量含む暗褐

色の粘土層になる。確認面以下は、ハードローム層になっており、上層のソフトローム層は、耕作等により

既に消失したものと考えられる。

L＝112．00m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L＝117．00m

L＝111｛）Om

工

E

皿

w

V

1

L＝116．00m

1

H

皿

】V

V

2

1　明黄褐色土　締まり・粘性強　白色軽石微量含む
H　明黄褐色土　締まり・粘性強　白色軽石・YP微量含む
皿　明黄褐色土　締まり・粘性強　白色軽石微量・YP・BPブロック状に含む
lV　明黄褐色粘土層　締まり・粘性強
V　暗褐色粘土層　締まり・粘性強、青灰色軽石微量含む

Fig．4　標準土層図
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V遺構と遺物

1竪穴住居跡

竪穴住居跡は北調査区から2軒、南調査区から8軒、総数10軒検出された。その内、南調査区東地区の北

端部に集中し、弧状に配列された状況で検出された4軒が縄文時代、他の6軒は奈良～平安時代の所産で、

散発的に検出されている。

縄文時代

J－1号住居跡（Fig。12・29、Tab．1・4・5、PL4・14）

位置　南調査区東地区　X100・101Y39・40グリッドに位置する。　形状　南北方向に長軸を持つ方形を

呈する。　規模　長軸394cm、短軸380cm、壁高60cm。　壁溝　北壁及び東壁沿いに確認された。　炉　中央

部西側に位置する。諸磯c式の深鉢上半部を正位に埋設した埋甕炉で、炉底面には厚さ5cmの焼土が明瞭に・

残存していた。　ピット　床上6か所で確認されたが、径18～25cm、深さ10～15cm程度のものでも柱穴とす

るには不明瞭である。　遺物　埋甕炉に使用されていた15の諸磯c式深鉢上半部の他に、覆土中から黒浜～

諸磯c式の土器片（1～14）と有溝砥石（16）、剥片類が少量出土している。

掲載遺物　土器15点、石器1点。

J－2号住居跡（Fig．12・29、Tab．1・4・5、PL5・14）

位置　南調査区東地区　X104・105Y43・44グリッドに位置する。　形状　南東部分が調査区外になるた

め、明瞭ではないが方形基調と推測される。　規模　長軸（東西方向）410cm、短軸（南北方向）320cm＋調

査区外部分、壁高60cm。　炉　検出されなかった。　ピット　床上に柱穴状のピットはなく、土坑状の浅い

掘り込みが北及び西側壁に密着して検出された。径90～100cm、深さ10～15cm。　遺物　覆土中から黒浜～

諸磯c式の土器片（17～25）、打製石斧（26）、石鎌（27）、剥片等が出土している。

掲載遺物　土器9点、石器2点。

J－4号住居跡（Fig．13・30、Tab．1・4・5、PL5・15）

位置　南調査区東地区　X100・101Y40～42グリラドに位置する。　形状　北側が撹乱により消失してい

るため、明瞭ではないが、東西方向に長軸を持つ隅丸方形～台形と推測される。　規模　長軸620cm、短軸

510cm、深さ50cm。　炉　検出されなかった。　ピット柱穴状のピットが7か所で確認された。径14～30

cm、深さ15～60cm。　遺物　黒浜～諸磯c式の土器片（28～32）と、南壁際から磨石（33）と数点の自然石

が散在して出土している。

掲載遺物　土器5点、石器1点。

J－5号住居跡（Fig．13・30、Tab．1・4・5、PL6・15）

位置　南調査区東地区　XlOl・102Y43・44グリッドに位置する。　形状　南北方向に長軸を持づ隅丸台

形。　規模　長軸360cm、短軸342cm、壁高54cm。　炉　炉の可能性のある浅い楕円形の掘り込みが、南西隅

一15一



から検出されたが、焼土は確認されなかった。　ピット　柱穴状のピットが9か所確認され、内2基は壁に

接している。径10～30cm、深さ10～40cm。　遺物　覆土中から黒浜・諸磯a式の土器片（34～39）、凝灰岩

製垂飾り　（40）、有溝砥石（41）、凹石（42）、剥片等が少量出土している。

　掲載遺物　土器6点、石器3点。

奈良・平安時代

H－1号住居跡（Fig。14・30、Tab．2・6、PL6・15）

　位置　北調査区中央部　X6Y9・10グリッドに位置する。　形状　南北方向に長い長方形。　壁溝　北西

部角の幅約1．2mと南東部の角部を除いて全周する。幅は上端で約8cm，深さは10cm程度である。　竈　東

壁の中央部から南に寄った位置にある。燃焼部奥行き約95cm、幅約40cmで、両袖を含めた幅は約105cm、焚

き口先端は壁から約70cm離れた位置にある。煙道部は約45。の傾斜で立ち上がり、燃焼部から煙道斜面にか

けて、焼土を含んだ堆積と燃焼部奥側では灰の堆積が見られた。　ピット　床上に主柱穴を含めてピットは

確認できなか・った。　遺物　覆土中から43・44の土師器杯と、竈内から45の土師器甕口縁部・底部が出土し

ているり

　掲載遺物　土器3点。

H－2号住居跡（Fig．15・31、Tab2・6・7、PL7・15）

　位置　北調査区東部　X5・6Yl2・13グリッドに位置する。　形状　南北方向に長い長方形で、北東部に

大きく張り出しを持ち，南東角にも幅1m、奥行き40cm程の拡張部を持っている。　竈　東壁の中央部から

南に寄った位置にある。燃焼部奥行き約75cm、幅約55cmで、両袖を含めた幅は約160cm、焚き口先端は壁か

ら約40cm離れた位置にある。煙道部は約57。の傾斜で急激に立ち上がり、燃焼部から煙道斜面にかけて、焼

土粒や焼土ブロック等竈本体の崩壊に伴う土層が堆積し、さらに全体を覆うように厚さ10cm程の粘土層が堆

積していた。　壁溝　東壁の竈部分と南東角部の拡張部を除いて全周する。幅は上端で約12cm，深さは3cm

程である。・rピット　床上に主柱穴は確認できないが、竈の南側の住居南東部の拡張部で床の軟質な部分が

確認された。　遺物　覆土中から46～49の土師器圷と50の土師器甕、51の凝灰岩製砥石が出土している。

　掲載遺物　土器5点、石製品1点。

H－3号住居跡（Fig．16・31、Tab．2・6、PL8・16）

　位置　南調査区中央地区北端部　X78・79Y28・29グリッドに位置する。　形状　南北方向に長い長方形

で、’南東部に張り出、しを持っている。　竈東壁の中央部から南に寄った位置にある。燃焼部奥行き約80cm、

幅約50cmで、両袖を含めた幅は約105cm、焚き口先端は壁から約60cm離れた位置にある。煙道部は燃焼部奥

・から急激に立ち上がり、高さ25cm程の高さで再び緩やかになり、奥行き25cm程の緩斜面の後再び急激に立ち

上がる。焚き口部で灰の堆積が燃焼部奥から煙道斜面にかけて、焼土を含んだ堆積が見られた。　ピット

床上にピットが5か所確認されたが、径15cm、深さ10cm程度のもので形状や配列に規則性がない。　遺物

中央南寄りの覆土下層内の床面直上で52の土師器杯、やや浮いて53の土師器圷、中央部の覆土中から57の土

師器甕、58の土師器皿が出土している。

　掲載遺物　土器8点。
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H－4号住居跡（Fig。17・32、Tab．2・6・7、PL8・16）

位置　南調査区東地区南西部　X104Y34・35グリッドに位置する。　形状　東西方向に長い長方形と見

られるが、南部を撹乱穴によって破壊されている。　竈　東壁の中央部南寄りの位置にある。撹乱穴によっ

て右袖が壊されている。燃焼部幅は約60cmで、煙道部は燃焼部奥から約40。の角度で立ち上がる。7層が焼

土を含んだ灰層で、5・6層は竈崩壊に伴う焼土ブロックを含む土層である。　ピット　住居中央部北寄り

にピットが3か所確認された。径30～60cm、深さ約35cm前後である。　遺物　覆土中から60の須恵器甕体部

片、61の砂岩製の石錘が出土している。

掲載遺物　土器1点、石製品1点。

H－5号住居跡（Fig．18・32、Tab．2・6・7、PL8・9・16）

位置　南調査区東地区西端部　X98Y33・34グリッドに位置する。　形状　南北方向にやや長い長方形で

ある。　竈　東壁の中央部からやや南に寄った位置にある。燃焼部奥行き約60cm、幅約65cmで、両袖を含め

た幅は約105cm、焚き口先端は壁から約40cm離れた位置にある。煙道部は燃焼部奥からほぼ45。の角度で立ち

上がっている。　ピット　床上に土坑状の掘り込みが2か所確認された。竈の南側の住居の角にある土坑は、

径70cm、深さ10cmである。住居北壁際にある土坑は、径約150cm、深さ約20cmで、土層から見て住居廃絶後

の住居埋没途中に開けられた土坑である。　遺物　南壁際の床面直上から62の土師器圷、63の須恵器圷、・南

西部角の床面からわずかに浮いて64の須恵器高台付圷が，北西部床上から67の鉄製鍬先が出土している。北

壁際の土坑覆土からは65の土師器高台付椀、66の台付甕、68の鉄鎌が出土している。

　掲載遺物　土器5点、鉄製品2点。

H－6号住居跡（Fig．19・33、Tab．2・6・7、PL10・16・17）

　位置　南調査区西地区北部　X83・84Yl6グリッドに位置する。　形状　東西方向に長い長方形であるb

竈　東壁の中央部にある。燃焼部奥行き約60cm、幅約25cmで、両袖を含めた幅は約100cm、袖部先端は壁か

ら約31cm住居内に突出している。燃焼部奥には、高さ17cm、幅15cm、厚さ12cmの安山岩の自然石が支脚とし

て使用されていた。煙道部はさらに奥の燃焼部奥壁の上から緩やかに傾斜して立ち上がっている。　ピット

床上にピットが2か所確認された。竈南側の住居角にあるピットは、径約60cm、深さ約10cmである。住居中

央部にあるピットは、径約64×48cm、深さ47cmである。　遺物　竈前面の床上から69の土師器圷、76の甕が、

覆土下層から70の須恵器圷、74の須恵器壷底部が出土している。その他に磁性が弱『く鉄を含んでいない流動

津・炉底津（78～80）が総重量872g出土している。

　掲載遺物　土器8点、土製品1点、鉄津3点。

2　掘立柱建物跡

B－1号掘立柱建物跡（Fig。20、PLll）

　位置　南調査区東地区南部　X106・107Y36・37グリッドに位置する。4号住居跡からは、南東llmの近

接した位置にある。　規模・形状　南東角の柱穴が撹乱によって存在していないが、2間×2問と見られる。

各柱穴問の距離は、北壁の東側と南壁の西側が約180cm（6尺）、西壁と東壁の北側が約215cm（7尺強）、北
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壁の西側は約225cm（7尺半）である。四隅の柱を直角に結ぶ直線に対し、北・西・南の間柱が直線の外に

25cm程突出して正確な方形にはならない。　柱穴　各柱穴の大きさは径40～50cm、深さ12～58cmで土層断面

から径20cm弱の柱本体の太さが推測される。

　遺物・掲載遺物　無。

3　土　坑

土坑は総数66基検出されている。その内、遺物が伴う状況で出土したものはD－14、D－32、D－64、

D－66号土坑の4基のみで、時期・性格ともに不明なものが大半を占める。検出された土坑の規模・形状等

は計測表（Tab．3）に．まとめた。

D－14号土坑（Fig．21・34、Tab．3・6、PLl2・17）

　位置　南調査区西地区北部　H－6号住居跡に近接したX82・83Y17・18グリッドに位置する。　規模・

形状　長さ3．83m、幅1．44m、深さ北西端で0．30m、南東で0．41mの底面南東下りの長方形である。　遺物

土坑の中には全体に厚さ約20cmの炭化材が多量に堆積し、南東部下層からは81の須恵器椀が出土している。

　掲載遺物　土器1点。1

D－32号土坑（Fig．23・34、Tab．3・6・8、PL13・17）

　位置　南調査区西地区北部　X80Yl8グリッドに位置し、D－14号土坑・H－6号住居跡に比較的近い。

規模・形状　径0．72×0．64m、深さ0。20mの楕円形である。　遺物　覆土中から83・84の手捏ね土器2点と、

85・86の縄文前期土器片が出土している6

　掲載遺物　土器4点。

D－64号土坑（Fig。26・34、Tab3・8、PL13・17）

　位置　南調査区中央地区北端部　X79Y26グリッドに位置する。　規模・形状　長軸140cm、短軸102cm、

深さ50cmの南北方向に長軸を持つ不整方形、断面形は鍋底状を呈する。南側が深い2段掘り込みになり、東

壁に接してピット1基を有している。　遺物　底面に潰れた状態で、87の縄文前期中葉黒浜・有尾式期の深

鉢口縁～底部に至る大破片が出土している。

　掲載遺物　土器1点。

D－66号土坑（Fig．26・34、Tab．3・6、PLl3・17）

位置　南調査区中央地区北端部　X78Y25グリッドに位置し、H－3号住居跡に近い。一一規模・形状　径

1．40×1．14m、深さ0．27mの方形気味の掘り方を呈す。

　掲載遺物　土器1点。

遺物　覆土から82の土師器圷が出土している。
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4　井戸跡

1－1号井戸跡（Fig。28、PLll）

　位置　北調査区北部　X6Y15グリッド内に位置し、H－2号住居跡の北約8mの位置にある。　規模・

形状　径Z7m、深さ0．44mで中段面を持ち、さらに径1．2m、深さ1m以上下がり、2段に掘り込まれている

が、出水及び危険防止のために掘り下げを断念した。　遺物　遺物は8世紀頃の須恵器甕肩部小片が出土し

ている。

　掲載遺物無。

1－2号井戸跡（Fig．28）

　位置　北調査区中央部　X5Y8グリッドに位置し、H－1号住居跡からは南西約7mの位置にある。　規

模・形状　径1．8×1．6mで円筒形に掘られており、深さ2．7mで、出水及び危険防止のために掘り下げを断念

した。

　遺物・掲載遺物　無。

5　溝跡

w－1号溝跡（Fig。27、PLll）

　位置　南調査区中央地区　X79～94Y29・30グリッドに位置する。　形状　断面形は逆台形及びU字状を

呈し、ほぼ南北方向に走行する。　規模　幅26～58cm、深さ14～28cm、検出長56m。北端部は調査区外に延

びている。　遺物　覆土中から流水込みと思われる縄文時代前期土器細片が少量出土している。

　掲載遺物無。

6　グリッド等出土遺物

　縄文時代前期初頭及び中葉の土器を主体として、少量の前期後半・中期土器、石器類と、奈良・平安時代

の土師器が出土した。大半の遺物は南調査区から出土している。図示したものは縄文土器127点（Fig．34～

39）、石器20点（Fig．40・41）である。

　主体となる縄文時代の土器は、前期初頭花積下層式期（88～122）、前期中葉黒浜・有尾式期（123～192）、

前期後半諸磯a・b式期（193～211）、中期中葉勝坂・阿玉台式期（212・213）、中期後半～末葉加曾利E式

期（214・215）に大別され、前期中葉黒浜・有尾式期の出土量が最も多い。石器は図示した石鍬（216～219）、

石匙（220）、打製石斧（221～227）、磨製石斧（228）、磨石兼凹石（229）、凹石（230・231）、直線状の摩滅

痕を持つ磨石一特殊磨石（232・233）、特殊磨石兼凹石（234）、多孔石（235）の他に剥片類が出土している。
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V［成果と課題

　本遺跡の調査の結果、縄文時代の竪穴住居跡4軒、奈良～平安時代の竪穴住居跡6軒、掘立柱建物跡1棟、

井戸跡2基、溝跡1条、土坑66基、ピット930基が検出され、縄文時代前期を主体とする土器片、石器類、

奈良～平安時代の須恵器、土師器、鉄製品、鉄津、砥石等の遺物が出土した。本章では、本遺跡の主体とな

る縄文時代前期、奈良・平安時代の遺構と遺物について述べ、調査の成果を示す。

縄文時代

遺構
．．・ 遺跡から検出された縄文時代の遺構は、南調査区東地区の南側に弧状に配列された竪穴住居跡4軒と、

南調査区中央地区の北端部に位置レ、黒浜・有尾式期の深鉢が底面から出土したD－64号土坑である。竪穴

住居跡は、J－1号住居跡から諸磯c式の深鉢上半部を正位に埋設した埋甕炉が検出されており、諸磯c式

期と判断される。他の3軒も黒浜～諸磯c式期の遺物が出土していることから、J－1号住居跡とほぼ同時

期と思われるが、判断材料に乏しく、諸磯c式期以前・前期後半の所産としたい。尚、遺構外出土遺物では

あるが、南調査区全域に亘って花積下層式、黒浜・有尾式、諸磯a式、諸磯b式期の遺物が散在し、北調査

区からも同時期の遺物が出土していることから、本遺跡周辺は、縄文時代前期のほぼ全般に亘って居住空間

として利用されていた可能性が高い。

遺物
　調査で検出された遺物で特筆されるものは、群馬県内でも良好な出土例が少ない前期初頭花積下層式期の

遺物である。いずれも遺構外出土遺物であるが、出土量も前期中葉黒浜・有尾式期に次いで多く見られる状

況であった。

　出土した花積下層式土器は、口縁部に原体側面圧痕を施文するものがあり、胴部～底部に単節縄文（0段

多条主体）を菱形～V字状に施文し、底部は尖底が主体となる花積下層式期でも古い段階、前期最初頭に位

置するものである。本遺跡で多量に出土した黒浜・有尾式期の胴部片と文様・胎土が酷似し、判別しづらい

が、胴下部でV字状、縦方向に縄文を施文すること、内面が比較的良く磨かれている黒浜・有尾式期に比べ

て荒れた感じの調整で、器肉が概して厚い等が特徴として挙げられる。

一群馬県内において早期末～前期最初頭の遺物を出土した主な遺跡は、北群馬郡小野上村八木沢清水遺跡、

碓氷郡松井田町横川大林遺跡、佐波郡赤堀町五目牛清水田遺跡等が挙げられる。八木沢清水遺跡と横川大林

遺跡は、早期末に比定される絡条体圧痕文土器と花積下層式土器が出土しており、不明瞭な早期末～前期初

頭の編年を考える上で重要な遺跡とされている。また、五目牛清水田遺跡は、本遺跡と同時期の前期最初頭

が主体であり、早期末の遺物はほとんど見られないことから、絡条体圧痕文期と花積下層式期が時期差を有

する傍証になり得るものと捉えられよう。

　出土した石器の内、花積下層式期に伴う可能性のあるものとして、3点出土した直線状の摩滅痕をもつ磨

石一特殊磨石（232・233・234）が挙げられる。232・233は断面三角形を呈する自然礫の2角面を使用する

破損品で、234は楕円形断面の側縁片側のみを使用する凹石兼特殊磨石である。この種の磨石が大量に出土

した前述の横川大林遺跡の例を見ても、早期末に非常に多く使用されていたことが明確であり、前期初頭ま
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で残存した可能性は高いと判断される。

　いわゆる特殊磨石（Fig．9－1～16参照）は、角柱状・円柱状の自然礫の稜線部を使用し、礫の稜線部に狭

長な使用面が残されたものであり、各遺跡からの出土品は圧倒的に破損品が多く、破損後はほとんど使用さ

れないことが特長として挙げられる。早期を中心とする時期に限定される遺物で、所属時期・使用目的等注

意を要するが、磨石等の礫石器類は使用痕に乏しく、大半が破損品であることから軽視されがちであり、今

後の資料の集成を待って検討すべき課題であろう。
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Fig．9　特殊磨石・直線状の摩滅痕を持つ磨石例

奈良～平安時代

遺構
　本遺跡から検出された奈良～平安時代の竪穴住居跡は6軒で，8世紀前半～9世紀末頃にかけての時期の

ものである。8世紀前半代の竪穴住居跡の中で北地区の且一2号住居跡（Fig。10－5）、南地区のH－3号住

居跡は平面形がL字形を皇した特異な形態をしている。H…2号住居跡は、北壁の東側を北に向がっ七幅

1．8m、奥行き1m程拡張している。且一3号住居跡も同様に北壁東部を幅2．2m、奥行’き1．6m程拡張している。

類例を近隣の遺跡で探すと、本跡と同じ様に北壁東部を拡張している竪穴住居跡は、前橋市鳥羽遺跡で見ら

れる。鳥羽遺跡H区28号住居跡（Fig。10－2）は拡張部幅約L8m、奥行き13mで本跡甘一2号住居跡の数値

に近く、さらに竈右脇の住居南東コーナー部を部分拡張している点も共通している。鳥羽遺跡の1区105号

住居跡（Fig．lo－1）では拡張部の幅がやや広く、1区lo8号住居（Fi喜10－3）では奥行きが深い。下東西
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Fig、10　L字形プランの竪穴住居跡

遺跡のS　J27は2軒の竪穴住居跡が廊下によって連結されている住居であるが、このL字形プランは拡張

というよりも方形のプランの北西1／4部分を掘り残していると言った方がいいかもしれない。それほど均整

のとれた形態をしている。以上の竪穴住居跡から出土している遺物は、かえりのついた須恵器の蓋や底径が

大きく底部回転ヘラ削りの圷、丸底で口縁部の内轡気味の土師器圷等で、7世紀末～8世紀初め頃の時期の

遺構と見られる。図示していないが芳賀北部団地遺跡からは北壁の拡張の幅が1．65mと狭いものがあり、出

土遺物は8世紀中頃の須恵器圷である。

　また、Fig．10－6～9のように北壁ではなく、竈対面の西壁の北西部を拡張するものや、図示していない

が下東西遺跡のS　J3・S　J118のように西壁南部の拡張例もある。下東西遺跡のS　J　ll8の場合、出土遺物

は9世紀代のものである。

埠物、、

　本遺跡から出土している遺物は、土器・鉄製品・石製品である。土器は奈良～平安時代の土師器・須恵器

と手捏ね土器があり、土師器は非ロクロの土師器圷が主体である。非ロクロの土師器圷は、丸底のものと平

底のものがあり、丸底のものは体部外面に稜を持ち口縁部が強く外反するものと、口縁部が内轡気昧なもの

がある・平底の圷は口縁部に歪みや外面の指頭圧痕が見られる等、成形・調整が比較的粗雑である・土師器

甕は、口縁部と体部の境の不明瞭な長胴甕と体部外面をヘラ削りし、器壁を薄くしている発がある。須恵器

1本底径が大きく底部回転ヘラ削り調整のものと回転糸切り無調整のものがある・
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　墨書土器は須恵器圷の体部側面に「六」の文字が正位で描かれているものが1点出土している（Fig．11－

1〉。土師器圷には口縁部に油煙痕が残り灯明皿として使用されているものがある（Fig．ll－2）。同じく土

師器圷の中に体部外側面の口縁部のヨコナデ調整と底部のヘラ削り調整の施される間の部分に小さなヒビ・

鍍が入るものがあり、これは8世紀代のもの・9世紀代のもの両方にも見られる（Fig．11－3）。須恵器壷

の高台接合部に沈線を入れているものが見られた（Fig。ll－4）。

　鉄製品は、5号住居跡から鍬先、5号住居跡の廃絶後に掘られた穴から鉄鎌が出土している。その他に6

号住居跡からは鉄津と羽口が出土している。石製品は4号住居跡から紐通し穴のあく砂岩製の大型品が出土

しており石錘状であるが用途は不明である。

1 　　　　　2

Fig．11　墨書・油煙痕・その他
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、Tab．1　縄文時代住居跡一覧表

遺構名 調査区 位　置 平面形 長軸 短軸 壁高 炉 ピット 出土遺物 備　　考

」一1 南（東） X100・101Y39・40 方形 394 390 60 中央部 6 黒浜～諸磯c、有溝砥石 諸磯c式深鉢上半部埋甕炉

J－2 南（東） X104・105Y43・44 方形基調 410 一
60 無 無 黒浜～諸磯c、石鎌、打製石斧 南東部調査区外土坑状掘り込み2

」一3 欠　　番

」一4 南（東） X100・101Y40～42 隅丸方形～台形 620 510 50 無 7 黒浜～諸磯c、磨石 北側撹乱で消失

」一5 南（東） X101・102Y43・44 隅丸台形 360 342 54 無 9 黒浜～諸磯a、凹石、垂飾り、有溝砥石 土坑状掘り込み1

Tab．2　奈良～平安時代住居跡一覧表

遺構名 調査区 位　置

規模（c皿）
面積
㎡）
壁溝 竈位置 ピット 方　位 出土遺物

東西 南北 壁高

H－1 北 X6Y9・10 3．4 3！7 40 8．4 有 東壁の中央部から南寄り 無 N－92㌧E 土師器杯・甕

H－2 北 X5・6Y12・13 3．8 3β（5。3） 64 12．2 有 東壁の中央部から南寄り 無 N－70㌧E 土師器圷・甕、砥石

H－3 南（中央） X78・79Y28・29 4．3 2。8（5。0） 55 15 無 東壁の中央部から南寄り 5 N－68㌧E 土師器杯・甕

H－4 南（東） X104Y34・35 4．7 一 77 一 無 東壁の中央部から南寄り 3 　　　o－101－E 須恵器甕、石錘

H－5 南（東） X98Y33・34 3．4 4．4 57 11．3 無 東壁の中央部から南寄り 2 N－95㌧E 土師器杯・甕・台付甕、須恵器」不、鉄製鍬先

H－6 南（西） X83・84Y16 4．3 3．5 60 11．4 無 東壁の中央部から南寄り 2 N－93㌧E 土師器圷・須恵器圷・壷、鉄津、羽口

Tab．3　土坑計測表

遺構名 調査区 位　置 平面形 断面形 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（c皿） 備　　　考

D－1 南（東） X108Y40 円　　形 u字状 50 44 20

D－2 南（東） X106Y40 円　　形 鍋底状 57 53 28

D－3 南（東） X105Y40 円　　形 鍋底状 69 65 30 ピット1

D－4 南（東〉 X105・106Y35 円　　形 皿　状 106 86 12 ピット1

D－5 南（東） X106Y39 隅丸方形 鍋底状 52 35 32

D－6 南（東） X97・98Y36 長方形 鍋底状 115 75 27

D－7 南（東） X96Y33・34 不整形 皿　状 144 86 12

D－8 南（東） X93Y34 不整形 鍋底状 64 42 25 ピット1

D－9 南（東） X107Y42 楕円形 皿　状 95 65 12

D－10
南（西） X108Y20 円　　形 鍋底状 65 60 35

D－11南（西） X103Y21 円　　形 鍋底状 64 59 35 一部袋状

D－12南（西） X103Y20 円　　形 鍋底状 82 73 34

D－13南（西） X101Y21 楕円形 鍋底状 70 62 37 2段掘り込み

D－14南（西） X82・83Yl7・18 長楕円形 鍋底状 382 144 47 須恵器墨書圷出土

D－15
南（西） X101Y21 楕円形 鍋底状 85 52 53 2段掘り込み

D－16南（西） X97・98Y20 不整形 皿　状 215 145 26 ピット4

D－17南（西） X95Y20 楕円形 皿　状 166 130 30 2段掘り込み

D－18南（西） X94Y20 楕円形 鍋底状 162 110 36 ピット1

D－19南（西） X93Y19 楕円形 鍋底状 72 56 24

D－20南（西） X91Y20・21 円　　形 鍋底状 70 59 32 2段掘り込み

D－21南（西） X80Y20 楕円形 V字状 74 47 30

D－22南（西） X96・97Y17 円　　形 鍋底状 113 100 34

D－23南（西） X93Y17 楕円形 鍋底状 67 56 28

D－24南（西） X94Y17 楕円形 鍋底状 76 63 33

D－25
南（西） X91Y17・18 円　　形 鍋底状 76 72 36
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遺構名 調査区 位　置 平面形 断面形 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（c皿） 備　　　考

D－26
南（西） X88Y21 楕円形 鍋底状 81 58 25

D－27
南（西） X87Y21 楕円形 u字状 98 80 30 ピット2

D－28
甫（西） X87Y21 円　　形 鍋底状 52 50 30

D－29
甫（西） X86Y18 円　　形 V字状 67 62 26 ピット1

D－30南（西） X86Y18 円　　形 鍋底状 50 45 34

D－31南（西） X83Y21 楕円形 鍋底状 72 56 26 ピット1

D－32
南（西） X80Y18 円　　形 鍋底状 148 132 30

D－33
南（西） X81・82Y14 円　　形 鍋底状 90 74 38

D－34
南（西） X80Y13 楕円形 鍋底状 88 68 32

D－35
南（西） X80Yl4 円　　形 鍋底状 38 35 25

D－36北 X5・6Y6・7 略方形 鍋底状 82 74 36

D－37欠　　番（1－2号井戸跡に変更）

D－38北 X6Y11 方　　形 皿　状 156 146 25

D－39北 X5Y11 長方形 u字状 102 72 28 ピット1

D－40南（中央） X106Y26・27 楕円形 鍋底状 106 75 32 手捏ね土器出土

D－41南（中央） X103・104Y27 長楕円形 鍋底状 110 52 39

D－42南（中央） X103・104Y31・32 不整形 鍋底状 225 154 66

D－43南（中央） X102Y30 円　　形 皿状 77 75 11

D－44南（中央） X102Y30 楕円形 鍋底状 90 72 40

D－45南（中央） X100・101Y29 長方形 鍋底状 140 80 28

D－46南（中央） X101Y29 楕円形 鍋底状 78 53 48

D－47南（中央） X100Y31 円　　形 u字状 60 54 40

D－48甫（中央） X93Y27 楕円形 鍋底状 85 68 30

D－49南（中央） X93Y27 円　　形 鍋底状 64 56 25

D－50南（中央） X93Y27・28 円　　形 鍋底状 70 67 32 2段掘り込み

D－51南（中央） X93Y28 円　　形 鍋底状 60 58 22

D－52南（中央） X92Y27 不整方形 鍋底状 100 82 32 2段掘り込み

D－53南（中央） X90Y25 円　　形 鍋底状 56 52 42 2段掘り込み

D－54南（中央） X88Y29 円　　形 鍋底状 77 70 36

D－55南（中央） X87・88Y30 方　　形 鍋底状 137 98 40

D－56南（中央〉 X87Y31 円　　形 鍋底状 90 84 33

D－57南（中央） X86Y24 円　　形 鍋底状 80 77 22

D－58南（中央） X83Y25 円　　形 鍋底状 70 64 20 撹乱有

D－59南（中央） X87Y24 楕円形 鍋底状 122 76 33 撹乱有

D－60南（中央） X110Y31 楕円形 u字状 123 75 25 撹乱有

D－61南（中央） X93Y30 不整方形 u字状 144 140 65 2段掘り込み

D－62南（中央） X91Y31 円　　形 鍋底状 78 72 34

D－63南（中央） X90Y31 楕円形 鍋底状 100 73 27

D－64南（中央） X79Y26 不整方形 鍋底状 140 102 50 2段掘り込み・ピット1黒浜式深鉢出土，

D－65欠　　番

D－66南（中央） X78Y25 台　　形 鍋底状 126 108 30 ピット1・土師器圷出土

D－67南（中央） X79Y26 楕円形 鍋底状 110 104 38 2段掘り込み

D－68
南（西） X83Yl6 円　　形 皿　状 123 110 13
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Tabl4　縄文時代住居跡出土土器観察表

番号 出土位置 胎　土 焼　成 色　調 遺存度 文様要素・文様構成・器形の特徴 時　期 備　考

1 J－1覆土 繊維・石英 良　好 褐 口縁部 口唇刻み、口縁部多段円形刺突文 黒浜力 2・3と同一個体

2 『廿一1覆土 繊維・石英 良　好 褐 口縁部 口唇刻み、口縁部多段円形刺突文 黒浜力 1・3と同一個体

3 J－1覆土 繊維・石英 良　好 褐 口縁部 口唇刻み、口縁部多段円形刺突文 黒浜力 1・2と同一個体

4 」一1覆土 繊維・石英 良好 褐 口～胴部 単節LR斜縄文 黒浜力 1～3と同一個体ヵ

5 J－1覆土 繊維・細砂粒 良　好 淡赤褐 口縁部 波状口縁、平行沈線 黒浜・有尾

’6 」一1覆土 繊維・砂粒 良好 褐 口～胴部 菱形構成平行沈線 黒浜・有尾

7 J－1覆土 繊維 良　好 褐 胴　　部 平行沈線 黒浜

8 」一1覆土 繊維・赤色粒 良　好 淡赤褐 胴　　部 単節LR斜縄文 黒浜

9 J－1覆土 繊維・白色粒 不　良 黄　褐 胴　　部 単節LR斜縄文 黒浜

10 J－1覆土 繊維・細砂粒 良好 赤褐 胴．部 単節LR斜縄文 黒浜

11 」一1覆土 繊維 良　好 赤褐 胴　　部 無節L斜縄文 黒浜

12 J－1覆土 繊維 良　好 赤褐 胴　　部 単節RL斜縄文 黒浜

13 」一1覆土 細砂粒 良好 黄褐 胴　　部 地文単節斜縄文＋横位平行沈線、口縁開く 諸磯b
14 J－1覆土 砂粒・小石 不　良 淡褐 底　　部 無文、底部張り出す 諸磯a・b

15 」一1埋甕炉 細砂粒 良好 黄　褐 口～胴部 集合沈線＋ボタン状・棒状貼付文、口縁大きく開く 諸磯c 外面煤付着

17 」一2覆土 繊維・細砂粒 良　好 淡褐 口縁部 横位結節平行沈線、単節縄文 黒浜

18 J－2覆土 繊維・細砂粒 良　好 灰　白 口縁部 単節LR斜縄文 黒浜

19 」一2覆土 繊維・砂粒 不　良 褐 胴　　部 無節L斜縄文 黒浜

20 」一2覆土 繊維・細砂粒 良　好 暗赤褐 胴　　部 単節LR＋RL羽状縄文 黒浜

21 J－2覆土 繊維・砂粒 良　好 赤褐 胴　　部 地文単節R　L斜縄文＋横位結節沈線 黒浜

22 」一2覆土 細砂粒・雲母 良　好 褐 口縁部 沈線 諸磯a
23 」一2覆土 細砂粒・雲母 良　好 赤褐 胴　　部 縦位・横位集合沈線 諸磯c

24 」一2覆土 細砂粒・雲母 良　好 榿 胴　　部 縦位集合沈線 諸磯c

25 J－2覆土 砂粒・雲母 良好 赤褐 底　　部 横位集合沈線 諸磯b
28 」一4覆土 繊維・細砂粒 良　好 淡赤褐 胴，　部 単節LR斜縄文 黒浜

29 」一4覆土 繊維・白色粒 良好 黒 胴　　部 単節LR斜縄文 黒浜

30 」一4覆土 繊維・細砂粒 良　好 淡赤褐 胴　　部 無節R斜縄文 黒浜

31 」一4床面 細砂粒 良　好 黒 口縁部 斜位集合沈線＋棒状貼付文 諸磯c 内面煤付着

32 J－4覆土 細砂粒・雲母 良　好 赤 胴　　部 縦位集合沈線 諸磯c

34 J－5覆土 繊維・細砂粒 良　好 榿 胴　　部 横位撚糸文 黒浜

35’ 」一5覆土 繊維・砂粒 良好 灰　白 胴　　部 単節LR＋RL羽状縄文 黒浜

36 」一5覆土 繊維・石英 良好 淡赤褐 胴　　部 単節LR＋RL羽状縄文 黒浜

37 」一5覆土 繊維・細砂粒 良好 淡褐 胴　　部 無節L斜縄文 黒浜

38「 J－5覆土 繊維・砂粒 良　好 灰　白 胴　　部 連続波状沈線 黒浜

39 」一5覆土 細砂粒 良好 淡褐 口～胴部 口縁部無文、胴部無節L斜縄文 諸磯a

Tab，5　縄文時代住居跡出土石器観察表

番号 出土位置 種類 石材
長さ（c皿） 幅（cm） 厚さ（c皿） 重さ（9） 備　　考

16 」一1覆土 有溝砥石 砂岩 （70） （a5） 10 30．50 破片

26 J－2覆土 打製石斧 シルト岩 10．7 6．0 1．6 8820 擾形

27 J－2覆土 石　　鎌 黒曜石 34 1．5 0．5 1．85 円基鎌・木葉形

33 J－4覆土 磨　　石 輝石安山岩 97 8．7 6．3 731．00

40 」一5覆土 垂飾り 凝灰岩 3．4 42 1．2 32．80 孔径α6cm・片面穿孔

41． 」一5覆土 有溝砥石 砂岩 （α7） 5．0 1．3 61．40 残存約1／2

42 J－5覆土 凹　　石 輝石安山岩 13．0 75 5．2 522ユ1 三面使用
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Tab．6　奈良～平安時代住居跡・土坑出土土器観察表

番号 出土位置 器種 器　形 口径（面 器高（cm）
底径（c皿） 胎　　土 色　調 焼　成 成形・調整技法 遺存

％ 備　考

43 H－1覆土 土師器 圷 ［13．6］ 3 石英微粒多量、角閃石粒少量 榿 普通やや良 底部ヘラケズリ 20

44 H－1覆土 土師器 圷 ［16．6］ 石英微粒、角閃石 榿 普通やや良 断面内側弱還元 20

45 H－1竈 土師器 甕 10．6 長石・石英・角閃石・砂粒多量 榿 10

46 H－2覆土 土師器 圷 ［12．8］ ［2．2］ 石英微砂粒 にぶい榿 普通やや不良 底部ヘラケズリ 10

47 H－2覆土 土師器 圷 ［12．8］ 3．0 石英微粒 にぶい鐙 普通 30

48 H－2覆土 土師器 圷 ［120］ 3．3 長石・石英・角閃石微粒多量 榿 普通 底部ヘラケズリ 40 灯明皿

49 H－2覆土 土師器 圷 ［18．0］ ［42］ 石英・角閃石微粒 榿 普通 30

50 H－2覆土 土師器 甕 ［22．9］ 石英微粒 にぶい榿 普通 10

52 H－3床 土師器 圷 12β 4 石英・角閃石微砂粒 にぶい褐 普通

53 H－3覆土 土師器 圷 15．5 3β 石英・角閃石微砂粒 にぶい榿 普通 70

54 H－3覆土 須恵器 蓋 長石微粒、黒色小粒 灰　白 良好 30

55 H－3覆土 須恵器 圷 ［14．4］ 40 ［82］ 灰色礫、鉄分粒多い 灰 普通 30

56 E－3覆土 土師器 甕 ［11．6］ 石英・角閃石その他微粒 にぶい榿 普通やや良 15

57 H－3覆土 土師器 甕 ［20．8］ 長石・石英主体の砂粒多量 にぶい榿 普通 体部外面縦位ヘラケズリ 10

58 H－3覆土 土師器 皿 ［13．2］ 3ユ 64 微砂粒多量、石英礫少量 灰　褐 酸化炎、やや不良 30 外面炭化物付着

59 H－3覆土 黒色土器 把手付圷 ［11．6］ 石英微粒子 黒 体部内外面ヘラミガキ 10

60 H－4覆土 須恵器 甕 長石砂粒少量、鉄分黒色粒少量 灰 良好 外面斜格子、内面恥円アテ具痕 5
62 H－5床面 土師器 圷 12．5 3．1 長石・石英・角閃石微砂粒 灰　褐 やや不良 底部ヘラケズリ 80

63 H－5床面 須恵器 圷 13．4 4 7 長石・石英砂粒 灰自 不良 30

64 H：一5覆土 須恵器 椀 13．4 鉄分粒 灰　白 不良 100

65 H－5P1 土師器 椀 13．6 5．1 ［74］ 長石・石英・角閃石微粒 褐　灰 やや不良 80

66 H－5P1 土師器 台付甕 11β ［15胡 ［8．6］ 微砂粒多量 褐 普通 体部ヘラケズリ 90

69 H－6床上 土師器 圷 11！7 3．5 9 石英微粒多量、白色粒少量 榿 やや不良 体部指頭によるナデ・オサエ 100

70 H－6覆土 須恵器 圷 ［13．2］ 45 6 長石・石英の微砂粒 灰　白 不良 底部回転糸切り 80 底部ヘラ記号

71 H－6竈 須恵器 圷 12．8 42 巳6 白色微～細粒、灰色角丸粒 灰 普通やや良 回転糸切り 100

72 H－6覆土 須恵器 椀 ［140］ ［5。6］ 8．1 長石微粒少量、黒色粒多量 灰 良好 回転糸切り 60

73 H－6覆土 須恵器 皿 ［14．2］ ［3胡 ［68］ 長石砂礫・微粒 灰 普通 40

74 H－6覆土 須恵器 壷 14 長石礫、海綿骨針 灰 普通やや良 20

75 H－6覆土 土師器 台付甕 6 石英微粒多量、白色粒 にぶい褐 普通やや良 15

76 H－6覆土 土師器 甕 20．8 〔25つ］ 38 微砂粒多量 褐～榿 普通 50

81 D－14覆土 須恵器 椀 13．2 5．5 6．3 白色軟質粒、白色微粒多量 灰 普通やや甘い 高台低く「ハ」の字に開く 95 墨書「六」

82 D－66覆土 土師器 杯 11．2 4．0 石英微粒やや多い にぶい榿 普通 底部ヘラ削り 100

83 D－32覆土 土師器 手捏ね土器 ［10．3］ 4．8 ［ヱ6］ 石英畷石粒多量、白色粒少量 榿、褐灰 普通やや不良 70

84 D－32覆土 土師器 手捏ね土器 ［1α0］ ［7。0］ 40 石英砂粒 褐　灰 普通 体部ナデ・オサエ 30

Tab．7　石製品・鉄製品・土製品・鉄津観察表

番号 出土位置 材　質 種類
長さ（c皿） 幅（cm） 厚さ（cm） 重さ（9） 備　　考

51 H－2覆土 石製品 砥　　石 8．9 5．6 3．5 254 凝灰岩

61 H－4覆土 石製品 石錘？ 13．8 47 623 砂岩

67 H－5床面 鉄製品 鍬　　先 ［226］ 17㌦6 α6 537

68 H－5P－1 鉄製品 鉄　　鎌 8．6 26 3 23

77 H－6覆土 土製品 羽　　口 6．8 ［ヱ5］ 2．5 98

78 H－6覆土 鋼　　津 鉄　　津 6．0 生9 1．7 101

79 E－6覆土 鋼　　津 鉄　　澤 ＆4 5．4 1．7 63

80 H－6覆土 鋼　　津 鉄　　津 7．0 58 1．5 142
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Tab．8　土坑・グリッド出土縄文土器観察表

番号 出土位置 胎　土 焼　成 色　調 遺存度 文様要素・文様構成・器形の特徴 時　期 備考
85 D－32覆土繊維・細砂粒 良　好 黒 口縁部 波状口縁、横位沈線 黒浜

86 D－32覆土繊維・石英 良　好 赤褐 胴　　部 撚糸文羽状構成 黒浜

87 D－64覆土繊維・石英 不　良 褐 口～底部 口唇刻み、地文単節R　L斜縄文、口縁部横位・斜位平行沈線 黒浜・有尾 図上復元

88 X97Y30” 繊維・石英 良　好 淡　褐 口縁部 横位原体側面圧痕 花積下層

89 X93Y32 繊維・石英 良　好 淡黄褐 口縁部 斜位原体側面圧痕 花積下層

90 X93Y24 繊維・石英 良好 褐 口縁部 原体側面圧痕 花積下層

91 X80Y18 繊維・石英 良　好 灰褐 口縁部 原体側面圧痕 花積下層

92 X92Y19 繊維・石英 良　好 黄　灰 口縁部 斜位原体側面圧痕 花積下層

93 X90Y30 繊維・石英 良　好 褐～黒 口縁部 口唇部面取り、口縁部原体側面圧痕、胴部V字状縄文 花積下層

94 X91Y31 繊維・細砂粒 良　好 黄灰 口縁部 口唇～口縁に0段多条縄文 花積下層

95 X102Y21 繊維・細砂粒 良　好 褐 口縁部 小突起、縦位の条痕状擦痕もしくは無節縄文 花積下層 中越式ヵ

96 X90Y28 繊維・細砂粒 良　好 榿 胴　　部 0段多条羽状縄文 花積下層

97 X78Y25 繊維・細砂粒 良　好 榿 胴　　部 縦位0段多条縄文 花積下層

98 X86Y26 石英多・繊維 良好 黒 胴　　部 0段多条羽状縄文 花積下層

99 X84Y26 繊維・石英 良好 浅黄榿 胴　　部 縦位0段多条縄文 花積下層

100 X90Y27 繊維・細砂粒 良　好 榿 胴　　部 縦位0段多条縄文 花積下層

101 X78Y25 繊維・細砂粒 良　好 榿 胴　　部 縦位0段多条縄文 花積下層

102 X96Y28 繊維・石英 良　好 榿 胴　　部 縦位0段多条縄文 花積下層

103 X92Yl7 繊維・石英 良　好 灰褐 胴　　部 0段多条縄文、縦位・V字状施文 花積下層

104 X96Y34 繊維・細砂粒 良　好 明黄褐 胴　　部 0段多条縄文、縦位・V字状施文 花積下層

105 X92Y17 繊維・砂粒 良　好 浅黄榿 胴　　部 0段多条縄文、縦位・V字状施文 花積下層

106 X80Y14 砂粒多・繊維 良　好 浅黄榿 胴　　部 0段多条縄文、縦位・V字状施文 花積下層

107 X98Y28 繊維・砂粒 良　好 榿 胴　　部 0段多条縄文、縦位・V字状施文 花積下層

108 X84Y17 砂粒多・繊維 良　好 榿 胴　　部 0段多条縄文、縦位・V字状施文 花積下層

109 X90Y27 繊維・砂粒 良好 榿 胴　　部 0段多条縄文、縦位・V字状施文 花積下層

110 X85Y26 砂粒多・繊維 良　好 榿 胴　　部 0段多条縄文、縦位・V字状施文 花積下層

111 X97Y30 砂粒多・繊維 良好 榿 胴　　部 0段多条縄文、縦位・V字状施文 花積下層

112 X98Y26 繊維・砂粒 良　好 浅黄鐙 胴　　部 0段多条縄文、縦位・V字状施文 花積下層

113 X97Y41 繊維・砂粒 良好 榿 胴～底部 尖底、0段多条縄文、縦位・V字状施文 花積下層

114 X94Y27 繊維・砂粒 良　好 浅黄榿 胴～底部 尖底、0段多条縄文、縦位・V字状施文 花積下層

115 X96Y28 繊維・砂粒 良好 黄　榿 胴～底部 尖底、0段多条縄文、縦位・V字状施文 花積下層

116 X81Y25 繊維・砂粒 良　好 黄　榿 胴～底部 尖底、0段多条縄文、縦位・V字状施文 花積下層

117 X95Y25 繊維・砂粒 良好 榿 胴～底部 尖底、0段多条縄文、縦位・V字状施文 花積下層

118 X104Y43 繊維・砂粒 良好 鐙 底　　部 尖底、0段多条縄文、縦位・V字状施文 花積下層

119 X85Y17 繊維・砂粒 良好 黄榿 底　　部 尖底、縦位縄文施文 花積下層

120 X91Y35 繊維・砂粒 良　好 黄　榿 底　　部 尖底、縦位0段多条縄文 花積下層

121 X97Y20 繊維・砂粒 良　好 黄　榿 底　　部 尖底、縦位縄文施文 花積下層

122 X94Y21 繊維・砂粒 良　好 黄　榿 底　　部 尖底 花積下層
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番号 出土位置 胎・土 焼　成 色　調 遺存度 文様要素・文様構成・器形の特徴 時　期 備　考

123 X92Y35 繊維・細砂粒 良好 灰褐 口縁部 口縁小突起、平行沈線、コンパス文 黒浜

124 X97Y35 繊維・細砂粒 良　好 黄　榿 口縁部 口縁小突起、平行沈線、コンパス文 黒浜

125 X81Y18 繊維・細砂粒 良好 灰　褐 口縁部 コンパス文、連続刺突文 黒浜

126 X107Y28 繊維・砂粒 良好 赤　褐 口縁部 平行沈線、コンパス文 黒浜

127 X99Y21 繊維・砂粒 良　好 褐 口縁部 平行沈線、コンパス文、C字状押し引き文 黒浜

128 X87Y18 繊維・石英 良　好 暗赤褐 口縁部 口唇刻み、横位平行沈線、菱形構成平行沈線 黒浜・有尾

129 X92Y19 繊維・石英 不　良 榿 口縁部 横位平行沈線、菱形構成平行沈線 黒浜・有尾

130 X88Y24 繊維・石英 良　好 赤褐 口縁部 横位・斜位平行沈線 黒浜・有尾

131 X85Y20 繊維・石英 良　好 灰　褐 口縁部 波状口縁、横位平行沈線 黒浜・有尾

132 Xl12Y35 繊維・砂粒 良　好 榿 口縁部 波状口縁、横位平行沈線 黒浜・有尾

133 X92Y25 繊維・細砂粒 不　良 赤褐 口縁部 波状口縁、横位平行沈線 黒浜・有尾

134 X80Y17 繊維・石英 良　好 褐 口縁部 波状口縁、波頂部棒状突起、地文縄文＋横位平行沈線 黒浜・有尾

135 X80Y17 繊維・石英 良　好 暗赤褐 口縁部 波状口縁、地文縄文＋横位平行沈線 黒浜・有尾

136 X96Y25 繊維・石英 不　良 黒 口縁部 横位平行沈線 黒浜

137 X111Y35 繊維・石英 良好 褐 口縁部 地文縄文＋横位平行沈線 黒浜

138 X109Y29 繊維・細砂粒 良　好 暗褐 口～胴部 地文縄文＋斜位・横位平行沈線 黒浜

139 X108Y30 繊維・細砂粒 良好 榿 口～胴部 地文縄文＋斜位・横位平行沈線 黒浜・有尾

140 X80Yl7 繊維・砂粒 不　良 褐 胴　　部 地文無節L縄文＋櫛歯状施文具斜位平行沈線 黒浜・有尾

141 X79Y17 繊維・石英 不　良 褐・黒 口～胴部 地文単節羽状縄文＋櫛歯状施文具横位平行沈線 黒浜・有尾

142 Xl10Y34 繊維・石英 良　好 褐・黒 胴　　部 地文単節L　R縄文＋櫛歯状施文具小波状平行沈線 黒浜・有尾

143 XIQ9Y30 繊維・細砂粒 良好 赤褐 口縁部 地文単節R　L縄文＋C字状爪形文 黒浜・有尾

144 XlO8Y27 繊維・石英 良　好 明赤褐 口縁部 結節平行沈線 黒浜・有尾

145 X83Y16 繊維・石英 良　好 黒 口縁部 地文無節R縄文＋C字状爪形文 黒浜・有尾

146 X99Y21 繊維・石英 不　良 灰褐 口縁部 地文単節L　R縄文＋C字状連続刺突文 黒浜・有尾

147 X88Y19 繊維・砂粒 良　好 鐙 口～胴部 地文単節L　R縄文＋結節平行沈線 黒浜・有尾

148 X80Y27 繊維・細砂粒 良　好 榿 口縁部 櫛歯状施文具横位押し引き文・波状平行沈線 黒浜

149 X81Y16 繊維・細砂粒 良　好 浅黄榿 胴　　部 連続波状沈線 黒浜

150 X80Y14 繊維・細砂粒 良　好 明赤褐 口～胴部 連続波状沈線 黒浜

151 X110Y35 繊維・石英 良　好 褐・黒 口縁部 大波状口縁、全面連続波状沈線 黒浜 大破片

152 X81Y16 繊維・雲母 不　良 赤　褐 口縁部 横位・斜位撚糸文 黒浜

153 X79Y17 繊維・砂粒 不　良 黒 口縁部 無節L・R縄文菱形構成 黒浜

154 X106Y39 繊維・細砂粒 良好 榿・褐 口縁部 無節L斜縄文 黒浜

155 Xll1Y34 繊維・細砂粒 良　好 明褐・黒 口縁部 単節LR斜縄文 黒浜

156 X110Y31 繊維・石英 良　好 黄灰 口縁部 無節R斜縄文 黒浜

157 X110Y37 繊維・石英 良好 赤褐 口縁部 無節L・R縄文羽状構成 黒浜

158 X79Y17 繊維・石英 良　好 浅黄榿 口縁部 無節L斜縄文 黒浜

159 X80Y16 繊維・石英 良　好 明赤褐 口縁部 無節R斜縄文 黒浜・

160 X111Y36 繊維・細砂粒 良好 赤褐 口縁部 無節L斜縄文 黒浜

161 XlllY34 繊維・石英 良　好 榿 口縁部 単節LR・RL羽状縄文 黒浜
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番号 出土位置 胎　土 焼　成 色　調 遺存度 文様要素・文様構成・器形の特徴 時期 備　考

162 Xll1Y36 繊維・石英 良好 灰黄褐 口縁部 単節LR・RL羽状縄文 黒浜

163 X107Y26 繊維・礫 良　好 明赤褐 口縁部 大波状口縁、波頂部刻み、単節L　R斜縄文 黒浜

164 X88Y24 繊維・石英 不　良 黄灰 口縁部 無節R斜縄文 黒浜

165 X108Y25 繊維・細砂粒 良　好 暗褐 口縁部 単節RL斜縄文 黒浜

166 XllOY319 維・石英 良好 赤褐 口縁部 単節LR斜縄文 黒浜

167 X108Y38 繊維・石英 良　好 榿・褐 口～胴部 単節LR・RL羽状縄文 黒浜

168 X79Y17 繊維・細砂粒 不　良 黒 胴　　部 無節R斜縄文 黒浜

169 X86Y19 繊維・細砂粒 良　好 榿 胴　　部 無節L・R縄文羽状構成 黒浜

170 X91Y26 繊維・細砂粒 良　好 黄　灰 胴　　部 胴屈曲部片、無節L縄文 黒浜

171 X78Y25 繊維・細砂粒 良　好 黄灰 胴　　部 無節L斜縄文 黒浜

172 X79Yl7 繊維・細砂粒 良　好 浅黄榿 胴　　部 結節縄文 黒浜

173 X95Y28 繊維・細砂粒 良好 明　褐 胴　　部 結節縄文 黒浜

174 X112Y35 繊維・雲母 良　好 明赤褐 胴　　部 単節RL斜縄文 黒浜

175 XlllY34 繊維・雲母 良　好 褐 胴　　部 単節LR・RL羽状縄文 黒浜

176 X88Y27 繊維・砂粒 良好 明赤褐 胴　　部 単節LR・RL羽状縄文 黒浜

177 X107Y38 繊維・細砂粒 良好 明赤褐 胴　　部 単節L　R・R　L羽状縄文、菱形構成 黒浜

178 X107Y38 繊維・雲母 良　好 褐 胴　　部 単節L　R・R　L羽状縄文、菱形構成 黒浜

179 X103Y32 繊維・石英 良好 黄　灰 胴　　部 単節LR・RL羽状縄文 黒浜

180 X81Y21 繊維・赤色粒 不　良 明赤褐 胴　　部 単節RL・無節L羽状縄文 黒浜

181 X88Y25 繊維・細砂粒 良好 灰　褐 胴　　部 附加条1種羽状縄文 黒浜

182 X87Y19 繊維・石英 良　好 灰褐 胴　　部 附加条1種羽状縄文 黒浜

183 X80Y16 繊維・石英 良　好 灰　褐 胴　　部 附加条1種羽状縄文 黒浜

184 X91Y20 繊維・細砂粒 良　好 黒 胴　　部 附加条1種羽状縄文 黒浜

185 X90Y21 繊維・石英 良　好 黄灰 胴　　部 附加条1種羽状縄文 黒浜

186 X91Y20 繊維・細砂粒 不　良 榿 胴　　部 羽状構成撚糸文 黒浜

187 X80Yl8 繊維・石英 良　好 榿 底　　部 無節L・R羽状縄文、底部直上まで施文 黒浜

188 X88Y31 繊維・石英 良　好 明赤褐 底　　部 無節L・R羽状縄文、底部直上まで施文 黒浜

189 X98Y21 繊維・石英 良　好 黄　灰 底　　部 単節L　R斜縄文、底部直上まで施文 黒浜

190 X94Y21 繊維・砂粒 不　良 赤　褐 底　　部 単節L　R斜縄文、底部直上まで施文 黒浜

191 X106Y27 繊維・細砂粒 良　好 赤褐 底　　部 単節R　L斜縄文、底部直上まで施文 黒浜

192 X86Yl6 繊維・細砂粒 良　好 赤褐 底　　部 底部上げ底、無節L縄文、底部直上まで施文 黒浜

193 X107Y21 石英・砂粒多 良好 暗赤褐 口縁部 外反口縁、無節L斜縄文ヵ、器面風化 諸磯a

194 X86Y29 石英・細砂粒 良　好 黄　灰 口縁部 外反口縁、単節RL斜縄文 諸磯a

195 XlO2Y29 石英・砂粒多 良好 榿 口縁部 内湾口縁、単節RL斜縄文 諸磯a

196 X104Y’25 石英・細砂粒 良好 明赤褐 口縁部 外反口縁、単節RL斜縄文 諸磯a

197 X103Y29 細砂粒 良好 明赤褐 口～胴部 単節LR斜縄文 諸磯a

198 X80Y14 石英・砂粒多 良　好 明赤褐 胴　　部 単節RL斜縄文 諸磯a

199 X108Y25 石英・砂粒多 良　好 暗赤褐 胴　　部 単節LR斜縄文 諸磯a

200 X108Y30 石英・砂粒多 良好 暗赤褐 胴　　部 単節RL斜縄文 諸磯a
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番号 出土位置 、種類 焼　成 色　調 遺存度 文様要素・文様構成・器形の特徴 時　期 備　考

201 X109Y26 細砂粒 良好 榿・渇 胴　　部 単節RL斜縄文 諸磯a

202 X99Y26 石英・砂粒多 良　好 赤褐 胴　　部 無節L斜縄文 諸磯a

203 X105Y31 細砂粒 良　好 黄　灰 胴　　部 単節RL斜縄文 諸磯a

204 X79Y17 細砂粒 良好 灰 胴　　部 単節RL・LR羽状縄文 諸磯a

205 X9Y3 石英・砂粒多 良好 明赤褐 胴　　部 単節RL斜縄文、器面風化 諸磯a

206 X7Y2 細砂粒 良　好 榿 胴～底部 撚糸文疎らに施文 諸磯a 大破片

207 X6Y2 細砂粒 良好 榿 口縁部 内湾口縁、地文縄文＋結節浮線文 諸磯b

208 X9Y3 細砂粒 良　好 灰褐・黒 口縁部 内湾・波状口縁、結節浮線文 諸磯b

209 X9Y13 石英・砂粒 良　好 灰　褐 口縁部 屈曲・波状口縁、渦巻状結節沈線文 諸磯b

210 X5Yl5 石英・砂粒 良　好 榿 口縁部 屈曲口縁、結節沈線文、集合沈線、円形刺突 諸磯b

211 X92Y37 細砂粒 良　好 榿・黒 胴　　部 有段浅鉢の胴下部、無文、磨き 諸磯b

212 X91Y18 石英・砂粒 良好 赤褐 口縁部 環状突起 勝坂・阿玉台
213と同一個体力

213 X90Y28 石英・砂粒 良　好 明赤褐 口～胴部 内面に段を持つ浅鉢、突起が付される可能性有 勝坂・阿玉台
212と同一個体力

214 X99Y27 石英・砂粒 良　好 榿 胴　　部 単節R　L斜縄文＋沈線区画磨消縄文 加曽利E

215 X100Y29 石英・砂粒多 良好 黄　灰 口縁部 口唇部内屈、波状口縁の波頂部に有孔突起、胴部楕円状の区画 加曽利E末

Tab．9　グリッド出土石器観察表

番号 出土位置 種類 石材 長さ（面 幅（cm） 厚さ（cm） 重さ（9） 備　　考

216 X94Y27 石鎌 黒曜石 24 1．4 α5 α99 凹基無茎鍍

217 X86Y31 石鍬 チャート 2．8 1．5 0．6 2．08 凹基無茎鎌

218 X98Y30 石鎌 シルト岩 21 15 α4 0．93 平基無茎・三角鎌

219 X98Y31 石鍬 シルト岩 2．0 1．6 0．6 1．85 平基無茎・三角鎌

220 X92Y25 石匙 頁岩 ＆0 5．6 1．2 41．82 縦型

221 X87Y30 打製石斧 シルト岩 13．5 5．5 24 188．00 短冊形

222 X9Y2 打製石斧 シルト岩 13．1 55 2．0 131．97 短冊形

223 X96Y40 打製石斧 ホルンフェルス 13．0 6．1 13 109．05 擾形

224 X9Y15 打製石斧 シルト岩 10．4 4．7 14 86．35

225 X89Y33 打製石斧 シルト岩 11．6 5．5 1．5 90．32 擾形

226 X78Y25 打製石斧 シルト岩 10．5 5．6 3．0 195．98 擾形

227 X85Y25 打製石斧 シルト岩 114 7．5 2．8 296．19 擾形

228 X108Y29 磨製石斧 緑色岩 （12．3） 5．0 3．1 296．84 乳棒状、基部・刃部欠損

229 X83Y16 磨石兼凹石 輝石安山岩 12．1 9．0 生4 638．96 両側面磨石使用

230 X94Y20 凹石 輝石安山岩 8．6 60 3．9 299．00

231 XlO3Y28 凹石 輝石安山岩 8．8 6．6 3．5 168ユ0

232 X90Y27 特殊磨石 デイサイト （1α4） 63 α1 622．4．0 断面三角形の2辺使用、約1／2欠損

233 X83Y25 特殊磨石 砂岩 （11D） 牝0 49 580．28 断面三角形の2辺使用、約1／2欠損

234 X96Y20 特殊磨石兼凹石 石英斑岩 19．6 6．9 47 1010．00 側面磨石使用

235 X108Y26 多孔石 輝石安山岩 （1ス5） 179 105 4100．00 両面使用

一31一



・ヲ㌧司

＆

　　　　　　
　　

　ヂ

AL＝111．50m

－　　　　 7

B　L＝111。50m

Ql

　16 5

　2　　　　　　1
　　　　　　　　　4

2

ノ

戸・
▲▲

▲

ム

　欝
▲

司b1｝

○

▲27

＿ム＿L＝111．00m
mQ

●●

　B’
ぐ　　　　一　　“1　。1碑　　　　 J引炉

　　0　　　　　1m
　　でロリ

灘翻焼土

35互
4諺撫灘二離欝書輪
　3　暗褐色土　粘性あり　B／　　　4　暗黄色土粘性あり、白色軽石を微量含む
　一　　　5　暗褐色土　粘性あり、炭化材を微量含む
　6　黒色土　　粘性あり、炭化材少量含む
　7　暗褐色土　粘性あり

諺

　　寸　　　Aノ　ー　　　　　　　
ゆ

　

▲　　　　　　　　　　　9

　霞　　　　q　の　　　　　　　　パ　の　　　　　　　
び

の　　　　ヴ

　　　　　こ　　　り

　QIJ－2　ム　　　　　　　　ありヤ　　を　

Fig．12　J－1・2号住居跡

一32一



　　　／

区

ム

◎
　　◎

①◎

◎　◎
　　933　　　¢
◎

9
　　Q◎

Q

＠

嘲

9

占謡色土

2

3
4

5
6

7

8
9

10

11

12

暗褐色土

暗褐色土
明黄褐色土

明黄褐色土
明黄褐色土

暗褐色土

暗褐色土
暗褐色土

明黄褐色土

明黄褐色土
明黄褐色土

9

◎

o

欝鰐難幕細
粘性弱、白色軽石を少量含む
粘性弱、白色軽石微量・暗褐
色土をブロック状に含む
粘性弱
粘性弱、白色軽石微量・暗褐
色土をブロック状に含む
粘性弱、白色軽石微量・炭化
材少量・暗褐色土を
ブロック状に含む
粘性弱、白色軽石を少量含む
粘性弱、白色軽石・炭化材を
少量含む
粘性弱、白色軽石微量・暗褐
色土をブロック状に含む
粘性弱
粘性弱

・・

－

NH
ゆ

AL＝111。50m

制 J－4

窒

　2
自

8
昌鋼
丁。う

の

ml

曝
o
卜

o

一

N

oう

心暉
如嘗
蜘・ゐ
題咽釦

如蕊9
樽陣冬
鄭騨へ
釦釦銚

寸

ゆ

QO

o

o

o

卜

自

ム

◎

▲　　　▲

◎

も
o

D

◎

司

ml

▲

㊧

⑨

⑥

4

⑭

マ

4

▲

O

　　　　司

J－5
日

o団
目
Hヴ
ム
mi

撃

⇒

昏

せ1

日

o刈
HH　
ム
＜i

0

　9
　萎
姦へ
姻堅
咽ロ
遜ト
如如
樽制
騨釦
姻鞭

佃檎　楓釦十i釦

33　3翠釦鯉
鳩糧　矯駕暉楓
99　9窓蟄罫

卜oo　。9麟巽

　轟ゐね心釦　如
　佃如釦釦楓弊
　田圖咽嘲噸・　馨
　魚遜奉蓮嘲ねヨ尽
　如如如如遜ぐ旧・
　博博博樽陣9樽
　騨卿騨響騨餐騨
　釦釦釦釦釦へ釦
　・田・田・田皿江1築・□

　　’　”ロ　〆轟
藤膿疇膿齢膿釦
章翠製蝉翠如遡咽
　棄薬巽挺無引認翠

　唱弔＋1・H・H　引

　釦釦印劃掴　釦
の暉鯉鯉暉暉　鯉
　蟄嘗蟄聖鯉　蟄
！

一）H　N　Cつ寸しΩ　　o

2m

Fig．13　J－4・5号住居跡

一33一



　てフ　ム　も＠》b奈・

　　　｝r翼色粘質土白色軽石含む
　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　あ　　ロ　あ　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　む■LL一・・65・m　　　　　　窒’　1灘圭．自畿耀盤醗罐
　　　ク　　　　　　　　　　　　　　　　ゑ　む

1黛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　暗褐色土　　焼土粒・灰含む
ン　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　む

の　　　　　　　　　　　　　　ぜ　　　　　　　　　　　　ゆ　　　む
。…　　　　　　。。　　12暗褐色土焼土ブロック含む

　　や　しの”＠　　。う零

αr　
邸l

　Fig．14　H－1号住居跡

　　一34一



2L　　　 a

違LL＝11660m

鰯粘土分布範囲

　芹「マ・・
▲

　P』二一　，　　　　　　　』D

　　・　　　寸
　

　　霞一　H　　8N一　日　一　　〇一　　　　　
〇

　　一　　　　　　　〇　　　　　　　　くづ　　に　　　　　　　　　の　　　　　
パ

　　9　暗褐色土　　明黄色土ブロック少量含む
　　　　　　　　　　　　　ゑ　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　ゑ　ま　む

　ヤ　　　む　　　ゆ

　　o　．H－2竈
　　　4　暗褐色土　　焼土ブロック多量含む

邸H－2号住居跡

　一35一



　司　　　電フ司

　・、　　　　⊇
　　◎　　　　　

曾

　亀！㌔司聴r了・。

A　　＠捗¢58　　ざ　N一　 ＠（ヲー　　云F　自
　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　ゆ　　　　　　　　　
　

暴

　　　　　キ　　　　　　ml　Qt　H一3　　三l　QI
　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　ト　

　　　　　　ゑ　ま　　　　　　　　　　む

　　　　　　　　　　　　　　　ムブロツク　む　　サ　　　　　　　　　　　　　　　あニヒ

　司　　　司 　　ll羅黄色土　

　　　　1　暗褐色土　　焼土多量含む　　　　2　暗褐色土　　焼土ブロック多量含む　　　0　　　　　　　　　　　　　　　3　暗褐色土　　焼土粒少量含む
　　　　4　暗褐色土　　白色軽石少量含む　　b／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　暗褐色土　　明灰色土ブロック含む
一　　Fへ　　恥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　〇う　　　　　　　　　　6　褐色土　　　焼土

1ケ　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しΩ　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　暗褐色土

戯∴’ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①　　　　　　　8　黒褐色土

　　　曾　　　　　
9暗褐色土

　　　　10　暗褐色土　　焼土ブロック微量含む　　　　11　明灰色土　　炭化材微量・灰多量含む

　　H－3竈　ε
　　　に　　　ぐつ　ト　　ゆ　　　　　　ノ　の
一　　邸1　『σ51

　　Fig．16　H－3号住居跡

　　　一36一



ム　6・⑲◎　、、

　　』L　⑨b』L

　　いり　　　　の
　レユ　り　　　　　　　　　で

同　司

β　　　　。　　　8鞭土軽　含む
　　9　黄色土　　　暗褐色土ブロック含む
ざくつ　　　　　　

　望δ　．。う．⊂出く》　　　　　　寸

　H－4竈　守

　Fig．17　H－4号住居跡



ムが　　　　ざを　ドぜ　　　トド
ゆ蓋68

，判　　詞　　灘灘ll難含む　じ

　　ぱく　マゆ

　ρl　H騨5竈　　ρ1

　ノ　　　　　ー－L＝111．80m　　　　　　　＿旦＿

　Fig18∵号住居跡



与
N

申
両 司

A
▲

0
●

QO

画

岱一70

．㌔◎ マ69

回
■匿

●●

▲

圃　　　　　　　　■

魚74

蓄夙80

76

　　　　aノ窒
庄＞　～

・　　戸

、ヤ眞
⇔

H－6

o

卜

｛

9
00q，
㎝

Hけ
ム
mI

醸

目

寸

oう

ゆ

QQ

AL＝112，20m A’

◎灘離盤1圭鷲
　　　　　　6　暗褐色土　粘性あり、白色軽石微量・黄色土ブロック含む
　　　　　　7　暗黄色土　粘性あり、白色軽石微量含む
　　　　　　8　明黄色土　粘性あり、白色軽石微量・暗褐色土ブロック含む

　　　　b　　　b！
　　　一　 1　－L＝111。80m

　　　　　笏

H－6ピット1
1　黒色土　　粘性あり、炭化材を多く含む

2　黄色土　　粘性あり
3　暗褐色土　粘性強、炭化材微量含む

　　　　　　　　　　　ノ　　　C　　　　　　C

P廠
0 2m

H－6ピッ、ト2
1　暗灰色土　粘性強
2　暗褐色土　粘性強、黄色土ブロック含む

雷　　　　71
閃奮7
　　　　　72
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7172

邸1

’

H－6竈

邸

目

8
曽
丁
一

σ5

の

冒
oう

囲

N

寸

oo

ゆ

o

曾

H－6竈
1　暗褐色土　粘性あり、白色軽石含む
2　黒色土　　粘性あり、白色軽石含む
3　暗褐色土　粘性あり、白色軽石微量含む
4　暗褐色土　粘性あり、白色軽石・黄色土少量含む
5　暗褐色土　粘性あり、白色軽石・黄色土少量含む

6　暗褐色土　粘性あり、白色軽石・焼土微量含む
7　暗褐色土　粘性あり、焼土多量含む
8　暗褐色土　粘性あり、焼土粒・炭化材多量含む
9　暗褐色土　粘性あり、白色軽石・炭化材微量含む
10　暗褐色土　粘性あり、白色軽石微量・黄色土少量含む

0 1m

Fig．19　H－6号住居跡
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　レ　　エ　き　　　　 ル

ハ　ユ　　　　　　　　　　ハ

」…L　L＝11L50m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bノ

　　　　　？論色土粘性あり、軽石を歩量含む

　　　　　ま　　　　
争講慧ム9．罫蒸ム（3払謡影’

　レ　　ユハぼ　ノ　　　　　　　　レ　　ユぬゆ　パ　　　　　　　レ　　　ぶ　　　ノ

一

？翫色土粘廟、黄色土をブロ．燃．含む　早噛褐色土粘性あり、軽石を少量含む

2　暗褐色土　粘性あり　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　暗褐色土　粘性あり
　　3　明黄色土　粘性あり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

　！Fig20B－1号掘立柱建物跡●D－1～3号土坑
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・・IDr35・ql　　　　工　　　　　量

虻響mー　　ムL．1168。m3窒　　　　呵　　ml

D－351　暗褐色土　粘性あり、白色軽石を含む　　　　　　D一36　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D－38
2　暗褐色土　粘性あり、明黄色土をブロ　　　　　　1　暗褐色土　粘性あり・軽石を少量含む　　　　　1　暗褐色土　粘性あり、軽石を　　　4　暗褐色土　　粘性あり

ック状に含む　　　　　　　　　　　　2　暗褐色土　粘性あり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　少量含む　　　　　　　5　暗褐色土　　粘性あり、黒色土・
3　暗褐色土　粘性あり　　　　　　　　　　　　　　3　明黄色土　粘性あり　　　　　　　　　　　　　2　暗褐色土　粘性あり　　　　　　　　　　　　　　　黄色土を含む

　　　　3　暗褐色土　粘性あり、白色軽　　　6　明黄褐色土　粘性あり

　　　　　　　　　を　む

ρq／D－39ml　　　自⇒l　D－4・mi　　・コl　D－41ml

ず＝彦166㍗ー　　　　ムL一皿4・m－　　　蜜’1L空m－

　　　　　　　　　　　　　　　りヤ　　　　　　　　　　　　　　りヤ　　　　　　　　　　ぴ　　　む　　コ

網祠を鰍鰍難：灘蒙畿騨力、

モニ　　　つ　ハ　　ノ

ム　　よ
轍1灘難1，鑛騨窒　　－　婿

　　ック状に含む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g

ホ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

争司　回　　　　　D－42エ

　　Fig．24　D－35・36・38～44号土坑
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1貯撫　一敵簑蕎憩、，，繊難讃　

Il嚢擁　、　難癖漁撫　　　1聾幾　一・

き　　ハ　　ド　　　ム　　ムロヨ　ムレ　のをよ

．臨．磁　染苺　
2　暗褐色土　粘性あり・白色軽石。明黄色土を含む　　　　　　　　　1　暗褐色土　粘性あり、白色軽石を含む　　　　　　　　　　　　D－53
3　暗褐色土　粘性あり・明黄色土をブロック状に含む　　　　　　　2　暗褐色土　粘性あり、明黄色土をブロック状に含む　　　　　　1　暗褐色土　粘性あり、白色軽石を含む
　　　　　　　　　あり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まあり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニヒ　　ぱありヤ　　　ニヒをブロック　に　む
　　ロ　　　ニヒ　　はありヤ　　　じ　　ニヒを　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にヒ　　　あり

ヨ

1．細簿揃1難堂7騰、薫，，，＿
1　　　　　　2　暗褐色土　粘性あり・明黄色土をブロック状に含む　　　1　暗褐色土　粘性あり、白色軽石を含む　　　　　　　　　　　3　暗褐色土　粘性あり
　　　　　　　　　　　　　　　　あり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　ニヒ　　ゆありヤ　　　　じ　　　ニヒを　む

l　　　　　　　麟監灘’明黄色土をブロック状に含む　　0　　　2m

　　　　Fig．25　D－45～56号土坑
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磁

＋醤 ＋襯 ＋謝 ＋鑑 ＋謝 ＋釜ll

0

＋蚤ll

5m

旦．314旦1

獅
W－1
1　暗褐色土　粘性あり、白色軽石を含む
2　暗褐色土　粘性あり
3　暗褐色土　粘性あり、明黄色土をブロック状に含む
4　明黄色土　粘性あり

C　　　　C’

　2　3

霧
D　　　　Dノ

薇
E　　　　E’

形
0 2m

Fig．27　w－1号溝跡
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　　識灘色土難鶴藷瀧至男霧書む　　7暗褐色土　　粘性あり、黒色土ブロック含む
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．t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．28　1－1・2号井戸跡
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　　　　　　　　　　　　　　2（」一1）　　　　　　　3（」一1）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8（J－1）　　　　　　　　　　　6（」一1）
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臼禽 醸　　　こ一 R～
》

15（」一1埋甕炉）

　　12（」一1）

ド
＼　t一

汰＼、

wい
懸＼

凶16（J－1）

　　　　　　　23（J－2）

麟欝
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薩組」　⊂フ26⑭・
　　25（J－2）

　　Fig．29　J－1・2号住居跡出土遺物
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0　27（J－2）

0　　　（27）　　　5cm
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28（J－4） 29（J－4）
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　　　　1
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Cコ 41（J一5）

臼9

ノ聾

42（J－5）

趣ノ．旺。
44（H－1）

0 10cm

Fig．30　J－4・5号住居跡、H－1号住居跡出土遺物
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＝≡［ヨ乙） で舜』魯
　　　　　　　　　　　　　　　　　59（H－3）

0 10cm

Fig，31　H－2・3号住居跡出土遺物
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Fig．32　H－4・5号住居跡出土遺物
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Fig．33　H－6号住居跡出土遺物



葺一
一i『r』

81　（D－14）

82　（D－66）

て轟な

織鐵i難熱懸婁

＼r、

壽＆＼
舐ノ

へ　＼　　＼

　ノマ

隠拶

83　（D－32）

84（D－32）

…鍵饗襲

讐i欝噸夢簿認
灘灘難欝

、

、

　、

　4ノ

’

響マ
　　　　85　（D－32）

轟． 尋87（D－64）

0　　　　　　（87）　　　　　10cm

86　（D－32）

i欝1謬
　　　　88（X97Y30）

磯舞
　　　89　（X93Y32）

欝潔
　90（X93Y24）

・蓼麟
　　　91　（X80Y18）

・劇
　　　92（X92Y19）

繋。
噸欝

94　（X91Y31）

藤翻
　　　95　（XlO2Y21）

93　（X90Y30）

　　　96（X90Y28）
　　　97（X78Y25）
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Fig．34　土坑出土遺物、遺構外出土縄文土器
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Fig．35　遺構外出土縄文土器
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Fig．36　遺構外出土縄文土器

一57一



蕾灘濟
152（X81Y16）

霧響
　、155　（Xll1Y34）

雛……………

　　153（X79Y17）

磯勤
　　156（X110Y31）

159　（X80Yl6）

154（X106Y39）

　157（X110Y37）　　　　　　　　　　158（X79Y17〉

　160（X111Y36）　　　　　　　　　　　161　（XlllY34）

　163（XlO7Y26）
164（X88Y24）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　166（X110Y31）

　　　　、難『
　　　　　　167　（X108Y38）

0　　（167）　10cm

　　168　（X79Yl7）

　　169　（X86Yl9）

　　170（X91Y26）　．
　0　　　　　　　　10㎝

Fig．37遺構外出土縄文土器
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Fig．38　遺構外出土縄文土器
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Fig．39遺構外出土縄文土器
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Fig、40　遺構外出土石器
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Fig．41遺構外出土石器
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南調査区全景（空撮　南から）

験
辱r

鰯
　も、

瓢　口　。ぜ　、　㌔　　　－’

誕　　　　～
　’　コ　　ド演．・晒・
傍ノ 　　　い’N．・

　　　、㌧曙

　　麓饗
　繭
疑　　l　　k　　　穎

　　漿一 、． ．、
・で・1・．　　　罪二一1二－讐『轡…　 ．’．、・、、・ 一、

　　　　　　南調査区全景（空撮　上が西）
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熱．

、噸、1』⑲。斗r鯉』
砂．翻一．、

　　　　　　■％．991㌧蛋』＝・・毒
　　　　　　　　　＝…一e　　轟

灘．錨…纏肇蜜響灘蹴楚1，讐灘
　　　　　　北調査区全景（空撮　上が南）

　　　　　　　　　㌧◎　　　　　　　　一　．　㌔嘱

北調査区全景（西から）
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鯉・

＿娩

＿蒼’ ・発』L

　　ごま戴紹一蕪一、義・
☆．焉薫二1ぞ

　　　、㌧辱r　冒鴨、蹴t

南調査区中英地区全景（北みら）

へ

一巡』

南調査区彙地区遺構配列状況（北東から）
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難器嘗譲、，，

鍵繕一、

　，

南調査区遺物出土状況（南から）

噸饗繋鋳

X110Y35グリッド出土遺物（南から）

　雛縷翻．　

懸灘灘．」

甲『 ，1　ヌ

、際欝噸

J－1号住居跡覆土断面（北から）

　　　　∫

∵、

　噺　　二
一蹴解・1

’・ 1　▼ヂ㌧
、賑』
6・ －己■ 1腎，

　　　　』億

・軒．，1　；’

敏㌧
c“

鱗遡
　薪1醸；

鶴蕊㌧マ．

　　　1ド蚤㌧

』∵引脚
鋤醜轟㌦

J－1号住居跡埋甕炉（南から）

。繍、。㌧☆

J－1号住居跡全景（南から）

￥、、 『、　、

f、

　　　総ミ1

難繭麟灘
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△綴
涯藤ジ翼聞い繕　　　　細

　　　　　　　　　　　＿　 産

　　　　　J－2号住居跡全景（西から）

1疹二㌧

｝激餅　　　へ曽

J－4号住居跡覆土断面（南西から）

J－2号住居跡出土遺物（東から）

　　　　　　　　　＼瓢．

邦心劇犠も、．…
、孫ノー

φ　　鰍，、．、』』●　、・

J－4号住居跡出土遺物（南西から）

　　　　　　　蝋～際窯罪田
　　　　　　　　　　　　　　　、5き｝

匂ヒ，・

轟鮮、

’諺

泌

麟．，，凱

　一
店娩

判

J－4号住居跡全景（南西から）
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　　　　　　　・一　　　　　　　　4沸麟ひ’　－窃t　　・・　『7　可』1．』

・ヂガ 渠、い　　　　　　　　，題し．㌔．
　　　　　1楠　　　．．　　　　　　．犀『，二　　　　　　　帰1・漣

∵△鱗鐘i捲灘畿響i・

擁☆奮灘藩蝶驚顯贈

　　　　　　　　　　　　　　J－5号住居跡全景（西から）

、、

』鑑膿嚢灘驚謹豊鶉旨・

嘩毒霧

J－5号住居跡覆土断面（西から）

’f

H－1号住居跡竈覆土断面（南西から）

．｝、

騨　濁騒
　　　　　し

血徳

繋

サ

諏

・るゴ〆一 4ダー，

　H－1号住居跡全景（西から）

膨
‘ρ．ヨレ・

参、～・噂～

｛講陽』経鷹％協帳繋』栂、撃難蹴

H－1号住居跡竈（西から）
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嬬踊幽

一噸翻績

L

H－2号住居跡遺物出土状況（西から）

『

矯
隻

乳　　1憾物F、

　～，

　　　1｝
悩．』嚇霧．

　メ　　椥

／ン

H－2号住居跡竈粘土堆積状況（西から）

，欝

H－2号住居跡竈覆土断面（南から）

　「臥 4㌧1 髄・ド

　　轡へ

H－2号住居跡竈（西から）

解’『

o

レ

も！〆

　　　　　　　o
」　　　1』謡∫・噺ぶ
　　～御験貯〆－

・二，！ト．『

｛鞍

．F

’噸

　翫．

藩畿

H－2号住居跡全景（西から）
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！轡一・』　7ト麹慮’

　　　　し　　　　　　ロい　　レヘゆ　コぼぱマ

曝撫鱒継噺麟颪轡
　　　写『1鞭訟∞　》

H－3号住居跡覆土断面（西から）

　　　　　　　　　｛，芝、

瀞響窮密
鯵　　匂浅），ジ
L怜 　　’い’、もノン

，《壕饗

醸鱒鹸

タ

ン、．・㌧・

H－3号住居跡全景（西から）

贈’．ゼ9・．．，’

．1

H－4号住居跡竈覆土断面（南から）

H－5号住居跡竈覆土断面（南から）

齢騨

，、・

，二一『

H－3号住居跡遺物出土状況（西から）

　　　　　濃麹

謬
、

・、プ淘

φ

々1

P」

H－4号住居跡全景（西から）

『膨
　　　　　し　　　　　ロ　　　　　讐　　　　　一　，

　　　　一遺，

笥L．岨．

　　ゑココ

織

♪、曳

ノ

ぞ』℃で』　　碍

H－4号住居跡竈（西から）

　　　　　　　　・癌ゆ

・・
・轡－

H－5号住居跡竈（西から）

遍
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　あセロ

聖麟1
．』欝省論・蕊

篭

灘1一、・

1＿ゼー弊　▼

一頑鞘 二蕊》．

蟻蝋

ゴタ　　い　　　　　ヤ　　ゆ

’；■・・』f聴弓，

審教弊㌧！㌧．
ピー；｝ 一諺・

　　　　導
　　　　　．〉協」
　　　ξ評
　　　’
　”’　　　　　　　ノ
焦も玩γ　　’へ　』

．♪’

1〆

ピ翁

、鋤

噸’爆、

・鼠

触・

H－5号住居跡遺物出土状況（北から）

　　　　　　　ゆ

　　　　H－5号住居跡全景（西から）

H－5号住居跡出土遺物（南から）

H－5号住居跡出土遺物（北から）

’赫

H－5号住居跡出土遺物（南から）
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‘ハ

丁浮

　　　H－6号住居跡遺物出土状況（西から）

H－6号住居跡竈（西から）

H－6号住居跡出土遺物（北から）
魏

禽瓶　　∠レ

　鱒臓｝

　　　　　．∫撫　　飢～

　　　　　　　粟

落難、一

∫撫
　　　慧

　　’、

・う㌧

ざ葉

攣鎌

塾“

H－6号住居跡出土遺物（北から）

騨欝
熱潔

轄鱗
H－6号住居跡出土遺物（北から）



麗
曳一

B－1号掘立柱建物跡覆土断面（南から）

【ノ鴨

W－1号溝跡覆土断面（南から）

’ち

　・声

趣・鑑9

じ㌃購牙曳・ノ 、嘱一
響蜜属・．魅し

蕪i撫嚢

　　PL．11

　　　　耀

噺驚』
堀1錨墾

　難

　　　B－1号掘立柱建物跡全景（南から）

纏熱評へr饗
　　　　　　　一串脅　　、　　　甲　一　一 、㌦｛．
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　　　　　　　艦錆癌◎　』出『乏∵
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　　　　　　　緩、蓋1、撫“i

　　　　　W－1号溝跡全景（南から）
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・、悔

〆
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．を
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・撫、
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〆
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気『㌣
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　　　　ヌ、Pし．藍亀

D－6号土坑全景（東から）

　　　　一M，一v陥｛　　‘　　　　　q一｝－ か，、、

亀』

・鮒

　　　　　　　　　　　盈翻

　　　D－14号土坑覆土断面（南東から）
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，簿．

D－11号土坑全景（南から）

D－14号土坑出土遺物（北西から）

徽

藁
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翻・
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　　　　　　騰臥．幽蜘護
　　　　　、，ジ櫻講　灘．、麟翌欝』、、喋、、

　　　　　　　　　D－14号土坑全景（北西から）
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D二6、喜王慮（南西から）

慌、1ト　　　7
1〆“’ ボ

　　D－66号土坑全景（南から）

黛葱聡

緒
離翻

論轟☆
D－32 土坑全景（北西から）

轡誉　
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5（J－1）

　、纏澱ご・

　ゼ塾々

　9（J－1）

　　閏．ば＿で5、」．｝、．．．な£

琶議肇

　13（J－1）

　・謬懸ブ｛て

噸畿t』
　　　14（J－1）

　17（J『2）

22（J－2）

翻騨
　　24（J－2）

1（J－1）

｝卜

6（J－1）

　　　　鳩㌧・く一幾3げ

　　　10（J－1）

嘱難
　　璽　　　　　　　　　　8

　　　　P　r

　　1

2（J－1）

7（J－1）

　11（J－1）

　　18（J『2）

23（」一2）

●
　19（J－2）

15（J－1〉

　　20（J－2）

色，
　　25（J－2） 　　　　　　　　　　　26（J－2）

J－1・2号住居跡出土遺物

3（J－1）
4（J－1）

欝
　　8（J－1）

　12（J－1）

16（J－1）

21（J－2）

27（J－2）
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、懇

　　　28　（J－4）

30（J－4）

　　　　ルチ　　ペリ　　　　尋篇鰍A

34（J－5）

懸
37（J－5）

　29（J－4）

、轟

　32（J－4）

　　もへ西ぐ㌧続．瀞

　35（J－5）

1㌧’鼓

耀紬
緩撃

38（J－5）

31（J－4）

　36（J－5）

，認

』愁6y　l，

欝’1．，

多員堀耐’

　　　　辮

33　（J－4）

舞，

40（」一5）

39（J－5）

41（J－5）

？ご1響署鰻壁

42（J－5）

43（H－1）

。噛．

　　　　44（H－1）

　　　　　　　夕

4』
　　　45（H－1）

ウ

46（H－2）

　　　　　47（H－2）

48（H－2）

49（H－2）

50（H－2）
51（H－2）

J－4・5号、H－1・2号住居跡出土遺物
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礁

斗戸・

ノ”一 事　」

52（H－3）

胎繧き藁二・罵
　りびマコももがてなワぎドゆぺうこやヤミ　ドつ　ロ

　　　　　　　　　『　　　「　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　一　　　　　　　　　r　　　　　　　　　■一

　　　　　　55（H－3）

53　（H－3）

噸灘　籍

　　　　　　　　54　（II－3〉

麟
　ロ　　　｝　一r、　　　一

　■¶r『∋．

．幽・・

58（H－3）

60　（H－4）

62（H－5）

議、曳ラ乾・・曹～．ζ．．

醸畿

63（H－5）

64　（Ii－5）

65（H－5）

g　r■　　57田一3ウ
　　　　　　　　　　　　　　59（H－3）

61（H－4）

67（H－5）

　　　　　　　　　　68（H－5）

H－3～6号住居跡出土遺物

66（H－5）

69（H－6）

㌣讐》
　　　　　　1ぐ『1ピ7》；〆

　　　　　　　　70（H－6）

71（H－6）
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72（H－6）

ヂr

73（H－6）

74（H－6）

75（H－6）

76　（II－6）

膨

77　（II－6）

　　　　78（H－6）

“ヤ

79（H－6）

7’

ヲ

海

冨
　　　80　（II－6〉

81　（D－14）

82（D－66）

83（D－32）

　　　　84（D－32）

　　　　85（D－32）

86（D－32）

　　　　H－6号住居跡、

糊．、〕き

1（，、3・

濃鏡、

　　・イ，

　　　　’ン〆

難翻87（D－64）

D－14・32・64・66号土坑出土遺物
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88（X97Y30）
89（X93Y32）

■
90（X93Y24） 91　（X80Yl8）

92（X92Yl9）

93（X90Y30） 94（X91Y31） 95（X102Y21） 96（X90Y28）　　　　　　　97（X78Y25）

98（X86Y26）

　　　　　・

99（X84Y26） 100（X90Y27）

蜜P

101　（X78Y25） 102（X96Y28）

103（X92Y17） 104（X96Y34）

饗
105（X92Yl7） 106（X80Y14） 107（X98Y28）

108（X84Yl7） 109（X90Y27） 110（X85Y26） 111　（X97Y30〉
112（X98Y26）

113（X97Y41） 114（X94Y27）　　　　　　　　115（X96Y28） 116（X81Y25）
117（X95Y25）

遺構外出土縄文土器（88～117）
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118（X104Y43）

　　鷹無

鱒
119（X85Yl7）

120（X91Y35） 121　（X97Y20） 122（X94Y21）

無，
　　　　一
123（X92Y35）

轡　　響苓，
　　　戦
124（X97Y35）

奪
125（X81Yl8） 126（X107Y28） 127（X99Y21）

128（X87Y18）

Fτ薦・

　艦噂蔭～

　　赴き『

129（X92Yl9） 130（X88Y24） 131　（X85Y20）

132（Xl12Y35） 133（X92Y25） 134（X80Yl7） 135（X80Yl7） 136（X96Y25）

137（XlllY35） 138（XlO9Y29） 139（XlO8Y30） 140（X80Yl7〉 141　（X79Y17）

142（XllOY34）

口
143（XlO9Y30）

　　　　　　　驚

　　　　　　144（X108Y27）

遺構外出土縄文土器（118～146）

『
145（X83Yl6） 146（X99Y21）
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轡
147（X88Yl9）

　』畢二濁

黛灘l
r轡

148（X80Y27）

霧麹鞭

149（X81Yl6）

　　　　へ　しは

　麟・
150（X80Y14）

151　（XllOY35）

鹸、

157（Xl10Y37）

159（X80Y16）

163（X107Y26〉

165（X108Y25）

152（X81Y16）

154（X106Y39）

藁，

158（X79Yl7）

160（XlllY36）

164（X88Y24）

禰欝
155（XlllY34）

161　（XlllY34）

166（XllOY31〉

　　　遺構外出土縄文土器（147～167）

153（X79Y17）

竿呼・

156（Xl10Y31）

162（XlllY36）

167（XlO8Y38）
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168（X79Y17）

　　『魅、’・

172（X79Y17）

麟碁
　　　　　　　・　、　　　　　　　　鴨　　　　　　　し

　い6レご・’ぜ

169（X86Yl9）

173（X95Y28）

170（X91Y26）

174（Xll2Y35〉

171　（X78Y25〉

175（Xll1Y34）

176（X88Y27）

179（X103Y32）

177（XlO7Y38〉

180（X81Y21）
178（XlO7Y38）

182（X87Yl9）

蝋P
　　183（X80Y16） 184（X91Y20）

181　（X88Y25）

185（X90Y21）

189（X98Y21〉

186（X91Y20） 187（X80Yl8）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

190（X94Y21）　　　　　　　　　　191　（XlO6Y27）

　遺構外出土縄文土器（168～192）

188（X88Y31〉

192（X86Yl6）
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193（X107Y21）

拶
194（X86Y29）

，∂

195　（XlO2Y29） 196（XlO4Y25）

197（X103Y29）
198（X80Yl4）

199（XlO8Y25）
200（XlO8Y30〉

201　（XlOgY26）

　，饗難
　璽藏熱、

　ト轟廓’∫6〆

　　A“F

207（X6・Y2）

202（X99Y26）

208（XgY3）

205（X9Y3）

203（XlO5Y31）
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フ　リ　ガ　ナ ローズタウンイセキグン　トミダシモダイニチヨンイセキ

書　　　　名 ローズタウン遺跡群　富田下大日IV遺跡

副　　書　　名 ローズタウン住宅団地造成に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

巻　　　　　次

シリーズ名

シリーズ番号

編　著　者　名 平野岳志（前橋市埋蔵文化財発掘調査団）　山崎悟・福山俊彰・土生朗治（山武考古学研究所）

編　集　機　関 山武考古学研究所　　　　　／〒286－0045千葉県成田市並木町221番地　盈0476－24－0536

発行機　関 前橋市埋蔵文化財発掘調査団／〒371－0018前橘市三俣町二丁目10－2　盈027－231－9531

発行年月日 西暦2002年3月8日

　ふりがな

収遺跡名

ふりがな

在地

コード
北　緯 東　経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

ろ　一　ず　た　う　ん

ーズタウン
せきぐん　　　とみだ
跡群　富田しもだいにちよんいせき

大日IV遺跡

まえぱししえぎまち
橋市江木町 10201 13D16

36。23’28”

8966

139。08／27”

6104

20011016

～20020308 17，400誼 住宅団地造成

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物

ローズタウン 縄文時代
竪穴住居跡10軒

掘立柱建物跡1棟 縄文土器・石器・土師器・須恵器
遺跡群　富田 集　落 奈良・

井戸跡2基・土坑66基 鉄製品・砥石・鉄津・羽口
下大日IV遺跡 平安時代

溝跡1条・ピット930基

ローズタウン遺跡群　富田下大日W遺跡

発　行　2002年3月8日

編集

発行

印刷

山武考古学研究所
前橋市埋蔵文化財発掘調査団
前橋市三俣町二丁目10－2
TEL　O27－231－9531

㈱文化総合企画
TEL　O476－93－0593
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